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要旨 

【事業の目的】 

本事業は、全国の公立の老人福祉施設等の維持管理の効率化に資することを目的として実施した。

老人福祉施設等についてその現状（築年数や面積、構造等）を把握するとともに、改築や更新等の将

来必要となる対策を行った場合に建造物の存続期間全体でかかる費用、すなわち「ライフサイクルコ

スト（以下、「LCC」と表記する。）」を試算した。そのうえで、長寿命化工事（予防保全）を実施

することによる更新費用の効率化効果を検証した。  

【研究方法】 

老人福祉施設等に関する LCC を算出するために必要なデータを、当該施設を管理する地方自治体

を対象としたアンケート調査を実施することにより収集した。アンケート調査の調査票は本体と個票

で構成するつくりとし、個票では、１自治体あたり最大４施設に関する回答を得た。調査票では、個

票において対象とする建物の延床面積や建築年度等の基本情報を調査するとともに、LCC 算出のため

に必要となる主要な費目である、「建築コスト」、「運用コスト」、「保全コスト」、「解体処理コ

スト」に関する実績値及び見込み値（金額）を調査した。 

こうした調査によって得られた結果に基づいて、老人福祉施設の建築から解体までの期間の LCC

を算出するためのモデル（以下、単に「モデル」と呼ぶ）を構築し、これにより試算を行った。 

【研究結果】 

アンケート調査で得られた結果に基づいて、「建築コスト」、「運用コスト」、「保全コスト」、

「解体処理コスト」等に関して、建物の施設種別、面積及び築年数と LCC との関係を示す算出モデ

ルを入所系施設について１種類、通所系施設について２種類（保育所とそれ以外の施設）構築した。

このモデルを用いて、現実に近しいと想定されるケース（建築以降 30 年間施設の保全を十分に行っ

ていない状況の下で、31 年以降の対策を３通り設定し、それぞれ検討）にて試算を行ったところ、

長寿命化を図ることにより LCC の低減を図ることができることが明らかになった。したがって、コ

ストの低減を図る観点から長寿命化を実施することが望ましいことが示された。 

【考察】 

今回の調査結果を鑑みると、運用・保全を実施するうえで、運用や保全を行った履歴やその時の予

算・実支出等のデータを残し、いつでも参照できるようにしておくことが求められる。調査結果から

建物の経年劣化により運用や保全にかかる各種コストが増加する傾向にあることが明らかになり、試

算においても割高な単価を設定した。自治体において建物の保全に関する予算策定においてもこうし

た経年変化の影響を織り込むことが必要となる。さらには、データの変化を見る中で明らかにこれま

でと異なる傾向がある場合には、隠れた故障等が存在することがあるため、大きな影響を及ぼす前に

事前に保全を施すことが可能となる場合がある。 

今回の試算では取り入れていないが、故障等に都度対応するという方法をとった場合、対応期間中

は施設の提供ができなくなる可能性がある。そうした損失を考慮すると、故障前に定期的に対応を行

うことの効用はさらに大きなものとなる。 
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1 本事業の背景、目的 

1.1 本事業の実施背景 

「経済財政運営と改革の基本方針 2019（令和元年６月 21 日閣議決定）」では、「公的ストッ

クの適正化」という視点から、公共施設の長寿命化を徹底し、地方の単独事業も含め、効率的・

効果的に老朽化に対応するとともに、各地方の実情に応じた「コンパクト・プラス」の考え方等

に基づき公共施設の統廃合を推進するとの方針が示された。 

この実現のために、インフラ所轄省は、長寿命化等による効率的なインフラ維持管理・更新費

見通しを公表するとともに、新経済・財政再生計画に定めた「地方公共団体による３年以内の維

持管理・更新費見通しの公表」を着実に促すため、その標準的な算定方法を示すなどの必要な支

援を行うこととされている。また、「個別施設計画」が確実に策定されるよう必要な対策を講ず

るとともに、インフラ所轄省は、個別施設計画等に基づく集約・再編、廃止等の状況を毎年度点

検し、フォローアップを行うとされた。加えて、「公共施設等総合管理計画」における公営企業

施設分を含めた地方自治体ごとの策定状況や「個別施設計画」における地方自治体ごとの長寿命

化等の対策の有無等の「見える化」の内容のさらなる充実、先進・優良事例の横展開を図ること

とされている。 

 

1.2  本事業の目的 

 上記を踏まえ、本事業は、全国の公立の老人福祉施設等の更新費用の効率化に資することを目

的として実施する。具体的には老人福祉施設等についてその現状（築年数や面積、構造等）を把

握するとともに、改築や更新等の将来必要となる対策を行った場合に建造物の存続期間全体でか

かる費用、すなわち「ライフサイクルコスト（以下、「ライフサイクルコスト」または「LCC」

と表記する。）」を試算する。そのうえで、長寿命化工事（予防保全）を実施することによる更

新費用の効率化効果を検証する。 
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2 事業概要 

前述の目的を実現するために、以下の各事業を実施した。各事業の実施結果をもとに本報

告書を作成した。 

 

2.1 都道府県・市町村アンケート 

公立の老人福祉施設等のライフサイクルコストを推計するため、全国の都道府県と市町村を対

象に、保有する老人福祉施設等の築年数や建築・保全にかかった費用、将来の解体費の見通しな

どを尋ねた。調査概要を表 2-1 に示す。 

表 2-1 調査概要 

1. 調査対象 

公立老人福祉施設を有する全国の都道府県及び市区町村（634 自治体） 

 

2. 調査方法 

エクセル調査票を電子メールで送付し、電子メールで回収 
・なお、メールは厚生労働省より全国自治体の老人福祉主管課に送付した。 

・調査期間中は電子メールでの問い合わせを受けるとともに、必要により電話による質問対応を行った。 

・調査票回収期限前に電子メールにより、全自治体の主管課に対しての調査協力への御礼とともに回答して

いない自治体には調査協力を改めて依頼した。 

 

3. 調査期間 

令和２年 10 月 16 日から令和２年 11 月 6 日まで 
・メール督促は令和２年 11 月２日に実施 

・最終的に令和２年 12 月 10 日までに到着した調査票を対象として集計作業を実施した。 

 

アンケート調査を設計するにあたり、幅広い情報を収集することで、現実に即したモデルを構

築するよう留意した。このため調査票は本体と個票で構成する作りとした。個票は①入所系施設

のうち最も建築年が古い施設、②入所系施設のうち最も近年に改修又は更新をした施設、③通所

系施設のうち最も建築年が古い施設、④通所系施設のうち最も近年に改修又は更新をした施設、

の４シートを作成した。自治体によっては①と②や③と④が一致する場合もあるため、１自治体

あたり最大で４施設に関する回答を得た。 

アンケートの設問構成は表 2-2 及び表 2-3 の通り。入所系施設、通所系施設の内訳は表 2-4 に示

した。 
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表 2-2 アンケート設問構成（全体票） 

問 カテゴリ 設問の内容 
0 回答者属性 連絡先 
1 

個別施設計画の策定状況 

自治体名 

2 

・種別ごとの施設数 
・延床面積 
・個別施設計画策定対象施設数 
・個別施設計画策定対象施設の延床面積 

 

表 2-3 アンケート設問構成（個票） 
（①入所系施設のうち最も建築年が古い施設、②入所系施設のうち最も近年に改修又は更新をした施設、 

③通所系施設のうち最も建築年が古い施設、④通所系施設のうち最も近年に改修又は更新をした施設） 

問 大 
カテゴリ 

中 
カテゴリ 

設問の内容 
① ② ③ ④ 

3 19 35 51 

建物諸元 

施設概要 
・施設の種類 
・施設名 

4 20 36 52 ・建築年度 

5 21 37 53 個別施設計画 
・個別施設計画の策定年度 
・計画初年度 
・計画最終年度 

6 22 38 54 

個別施設計画 
対象施設 

・対象施設の構造 
・階数 

7 23 39 55 ・対象施設の延床面積 

8 24 40 56 
・（昭和 56 年６月１日以前に建築された建物について）対象施設

の耐震化状況 

9 25 41 57 
・建築当初の耐用（利用）予定年数 
・現時点での今後の利用予定年数 

10 26 42 58 
・施設の外部譲渡の見通し 
・（譲渡予定がある場合）譲渡予定年度 

11 27 43 59 ・対象施設は災害等による全壊・半壊を経て再建したか 

12 28 44 60 計画 コストの見通し 
・解体までの期間にかかる運用コスト・保全コストの見通しを算

出しているか 
・令和２年度の予算化の有無 

13 29 45 61 実績 建築に要した費用 

【建築コスト】 
・設計コスト 
・新築コスト 
・工事監理コスト 
・その他 

14 30 46 62 現状 
運用コスト、 
保全コスト 

【運用コスト】 
・高熱水コスト 
・その他 
【保全コスト】 
・維持管理コスト 
・修繕等コスト 
・その他 
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（前頁の表 続き） 

問 大 
カテゴリ 

中 
カテゴリ 

設問の内容 
① ② ③ ④ 

15 31 47 63 

 

保全コスト内訳： 
修繕費 

・建設からこれまでの実施回数 
・直近（１回前）の実施年度 
・前回（２回前）の実施年度 
・前々回（３回前）の実施年度 
・前々々回（４回前）の実施年度 
・次回実施予定年度 
・建設から現在の全期間の実施周期 
・これまでの総費用額 
・直近（１回前）の修繕費用 
・費用計上の対象期間 

16 32 48 64 
保全コスト内訳： 

更新費 

・建設からこれまでの実施回数 
・直近（１回前）の実施年度 
・前回（２回前）の実施年度 
・前々回（３回前）の実施年度 
・前々々回（４回前）の実施年度 
・次回実施予定年度 
・建設から現在の全期間の実施周期 
・これまでの総費用額 
・直近（１回前）の更新費用 
・費用計上の対象期間 

17 33 49 65 
保全コスト内訳： 

改修費 

・建設からこれまでの実施回数 
・直近（１回前）の実施年度 
・前回（２回前）の実施年度 
・前々回（３回前）の実施年度 
・前々々回（４回前）の実施年度 
・次回実施予定年度 
・建設から現在の全期間の実施周期 
・これまでの総費用額 
・直近（１回前）の改修費用 
・費用計上の対象期間 

18 34 50 66 将来推計 解体処理コスト 
・解体コスト 
・廃棄処分コスト 
・その他 

 

  



5 

 

表 2-4 入所系施設、通所系施設の内訳 

 カテゴリ 施設 

1 通所系施設 通所介護を実施する施設 

2 通所系施設 通所リハビリテーションを実施する施設 

3 入所系施設 短期入所生活介護を実施する施設 

4 入所系施設 短期入所療養介護を実施する施設 

5 入所系施設 特定施設入居者生活介護を実施する施設 

6 通所系施設 地域密着型通所介護を実施する施設 

7 通所系施設 認知症対応型通所介護を実施する施設 

8 通所系施設 小規模多機能型居宅介護を実施する施設 

9 入所系施設 認知症対応型共同生活介護を実施する施設 

10 入所系施設 地域密着型特定施設入居者生活介護を実施する施設 

11 入所系施設 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護を実施する施設 

12 入所系施設 看護小規模多機能型居宅介護を実施する施設 

13 通所系施設 介護予防通所リハビリテーションを実施する施設 

14 入所系施設 介護予防短期入所生活介護を実施する施設 

15 入所系施設 介護予防短期入所療養介護を実施する施設 

16 入所系施設 介護予防特定施設入居者生活介護を実施する施設 

17 通所系施設 介護予防認知症対応型通所介護を実施する施設 

18 通所系施設 介護予防小規模多機能型居宅介護を実施する施設 

19 入所系施設 介護予防認知症対応型共同生活介護を実施する施設 

20 通所系施設 第一号通所事業を実施する施設 

21 入所系施設 介護老人福祉施設 

22 入所系施設 介護老人保健施設 

23 入所系施設 介護療養型医療施設 

24 入所系施設 介護医療院 

25 入所系施設 有料老人ホーム 

26 入所系施設 軽費老人ホーム 

27 入所系施設 養護老人ホーム 

 

ライフサイクルコストの体系については図 2-1の通り整理した。既に示した通り、主要な費目を

今回の調査対象とした。また、図 2-2に示すように、保全コストは「維持管理コスト」「修繕等コ

スト」「改修コスト」により構成するという前提のもとで集計及び推計を進めた。修繕等コスト

はさらに「修繕コスト」と「改修コスト」に大別できる。 

保全コストの中でも金額が大きく建物のライフサイクルコストに特に影響を及ぼすとされる修

繕・更新・改修の各コストについて、建物の性能との関係を表したものが図 2-3である。建物の性

能が経年劣化してきた場合、「修繕」は当初の性能には到達しないものの、施設を使う上で機能

に支障ない水準まで回復させることを指す。「更新」は建築当初の水準まで機能を回復させるこ

とを指し、「改修」は建築当所を上回る水準に機能を高めることを指す。例えば、屋根が経年劣

化した場合、太陽光発電機能付きのものに取り換えると「改修」に当たる。 
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図 2-1 ライフサイクルコストの体系と本事業での算出対象1（網掛け部は本調査の対象外） 

 

図 2-2 保全コストの詳細2（網掛け部は本調査の対象外） 

 

 

 
1 監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部、編集・発行：一般財団法人建築保全センター「建築物のライフサイクルコスト 第 2 版」を参考に

PwC コンサルティング合同会社作成 
2 監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部、編集・発行：一般財団法人建築保全センター「建築物のライフサイクルコスト 第 2 版」を参考に

PwC コンサルティング合同会社作成 

ライフサイクルコスト（LCC）

建築コスト 運用コスト 保全コスト 解体処理コスト

設計コスト

新築コスト

工事監理コスト

環境対策コスト

その他

光熱水コスト

税金等

その他

維持管理コスト

修繕等コスト

改修コスト等

その他

解体コスト

廃棄処分コスト

その他

算出対象とする項目

想定困難なため対象としない項目

維持管理コスト

修繕等コスト

改修コスト等

その他

点検・保守費

運転・監視費

清掃費

分解整備等費

修繕費

更新費

改修（改善）工事費

模様替工事費

診断費 等

建物部材などの全面的な取り換え、設備機器・部材全体の取り換えにより、当初の機能を
回復すること。

点検の結果に基づき建築物等の機能の回復又は危険の防止のために行う消耗品の取り
換え、注油、塗装その他これらに類する警備な作業（分解整備活動にかかるものを除く。）

設備機器を分解し、設備の機能の回復又は危険の防止のために行う消耗部品の取り換え、
注油、塗装その他これらに類する作業を行うこと。

建築物の機能・性能を実用上支障のない状態まで回復させること。

保全コスト
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図 2-3 建築物の性能レベルと修繕・更新・改修の関係3 

 

  

 
3 監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部、編集・発行：一般財団法人建築保全センター「建築物のライフサイクルコスト 第 2 版」を参考に

PwC コンサルティング合同会社作成 
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2.2 アンケート設計のためのヒアリング 

アンケート調査票を全国に送付する前、回答のしやすさや設問の分かりやすさなどを確認す

る目的でいくつかの都道府県や市町村に協力を依頼し、暫定版資料を試験的に回答してもらっ

た。業務多忙の中で協力をいただいた自治体の方々に、この場を借りて御礼を申し上げたい。 

 

2.3 インフラ長寿命化に関する推計 

アンケートの集計結果をもとに、インフラ長寿命化に関する推計を実施した。いくつかのシ

ナリオを設定し、集計結果から構築した算定式を当てはめてライフサイクルコストを計算した。

詳しいシナリオは表 2-5 の通り。 

 

表 2-5 ライフサイクルコストを推計するためのシナリオ 

1. ライフサイクルコスト推計対象年数 

70 年間 

2. 延床面積 

800 ㎡ 

3. シナリオ 

・共通事項 

建築後 30 年間は運用コスト及び維持管理コストのみ計上 

修繕・更新・改修はしない 

・建築後 31 年目からのコスト計上パターン 

シナリオ１：建物の寿命を延ばす取り組みをせず、建て替える 

シナリオ２：「長寿命化」に取り組みつつ LCC を抑えるよう計画的に保全する 

シナリオ３：建て替えはしないが、老朽化でやむなく保全を行うことになる 
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2.4 事業実施事務局について 

本事業は表 2-6 に示すスタッフが担当した。委員会は置かず、厚生労働省と一定期間ごとに打ち

合わせを行い、進捗を共有しながら事業を推進した。 

 

表 2-6 事業実施事務局 

氏名 所属・役職 

東海林 崇 
PwC コンサルティング合同会社 公共事業部  
シニアマネージャー 

古屋 智子 
PwC コンサルティング合同会社 公共事業部   
マネージャー 

石尾 恵朋 
PwC コンサルティング合同会社 公共事業部  
シニアアソシエイト 

一二三 達哉 
PwC コンサルティング合同会社 公共事業部  
シニアアソシエイト 

工藤 晴樹 
PwC コンサルティング合同会社 公共事業部  
アソシエイト 

大野 晴香 
PwC コンサルティング合同会社 公共事業部 
アソシエイト 

清水 式子 PwC コンサルティング合同会社 公共事業部 

 

  



10 

 

3 研究結果 

3.1 アンケート集計結果 

以降よりアンケートの集計結果を記載する。単純集計のほか、延べ床面積とコストの関係や築

年数とコストの関係などを確認するクロス集計も実施し、一定の相関を得られたものがあった。 

 

3.1.1 回収結果 

本調査では、アンケート調査票送付数 634 に対して回収数 265 であり、回収率は 41.8%で

あった。 

 

3.1.2 単純集計 

アンケート調査票と、全体の集計結果については付録に記載した。以下では主要な設問に

ついての結果を掲載する。 

以下、単純集計結果として、入所系施設に関する結果、通所系施設に関する結果をそれぞ

れ記載する。対応する設問番号を記載した。 

 

A 入所系施設 

入所系施設に関する設問は、問 3 から問 34 が該当する。 

そのうち問 3 から問 18 が「①最も古い（建設年が古い）施設（以下、「最も古い施設」と

記載する）」、問 19 から問 34 が「②最も近年に改修又は更新を実施した施設（以下、「最

も近年に改修又は更新を実施した施設」と記載する）」である。 

①、②で同一の設問構成となっていることから、以下では、①、②で同一の内容の設問の

集計結果をまとめて記載する。 

A-1 対象となった施設数（問 3-1、問 19-1） 

回答の対象となった施設数は、最も古い施設が 119 施設（問 3-1）、最も近年に改修又は更

新を実施した施設が 72 施設（問 19-1）である（表 3-1）。 
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表 3-1 回答対象の施設種別 

  
問 3-1 

最も古い（建設

年が古い）施設 

問 19-1 
最も近年に改修

又は更新を実施

した施設 

合計 

施設種別 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

3 短期入所生活介護を実施する施設 1 0.8% 3 4.2% 4 2.1% 

4 短期入所療養介護を実施する施設 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

5 
特定施設入居者生活介護を実施する

施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

9 
認知症対応型共同生活介護を実施す

る施設 
3 2.5% 2 2.8% 5 2.6% 

10 
地域密着型特定施設入居者生活介護

を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

11 
地域密着型介護老人福祉施設入所者

生活介護を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

12 
看護小規模多機能型居宅介護を実施

する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

14 
介護予防短期入所生活介護を実施す

る施設 
0 0.0% 1 1.4% 1 0.5% 

15 
介護予防短期入所療養介護を実施す

る施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

16 
介護予防特定施設入居者生活介護を

実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

19 
介護予防認知症対応型共同生活介護

を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

21 介護老人福祉施設 37 31.1% 27 37.5% 64 33.5% 

22 介護老人保健施設 15 12.6% 8 11.1% 23 12.0% 

23 介護療養型医療施設 1 0.8% 2 2.8% 3 1.6% 

24 介護医療院 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

25 有料老人ホーム 1 0.8% 1 1.4% 2 1.0% 

26 軽費老人ホーム 8 6.7% 5 6.9% 13 6.8% 

27 養護老人ホーム 53 44.5% 23 31.9% 76 39.8% 

合計 119 100.0% 72 100.0% 191 100.0% 
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A-2 施設の構造（問 6-1、問 22-1） 

回答の対象となった施設のうち、最も古い施設、最も近年に改修又は更新を実施した施設

ともに、RC 造（コンクリ―ト構造）の施設が最も多く、約 9 割を占めている（表 3-2）。 

表 3-2 施設の構造 

  問 6-1 問 22-1 合計 

施設の構造 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 

1 RC 造（鉄筋コンクリート構造） 106  89.8% 63  86.3% 169  88.5% 

2 S 造（鉄骨構造） 7  5.9% 6  8.2% 13  6.8% 

3 
SRC 造（鉄骨鉄筋コンクリート構

造） 
2  1.7% 1  1.4% 3  1.6% 

4 木造構造 3  2.5% 3  4.1% 6  3.1% 

合計 118  100.0% 73  100.0% 191  100.0% 
 

 

 

  



13 

 

A-3 延床面積（問 7-1、問 23-1） 

回答の対象となった施設のうち、最も古い施設（問 7-1）では、2,000 ㎡以上 2,500 ㎡未満

の施設が 20.0%で最も多く、最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 23-1）では、1,500

㎡以上 2,000 ㎡未満の施設が 21.1%で最も多くを占めている。 

表 3-3 入所系施設の延床面積に関する設問の回答状況（問 7-1、問 23-1） 

 問 7-1 問 23-1 
有効回答数 120 71 
平均（㎡） 3,569 3,595 
最大値（㎡） 16,241 14,444 
最小値（㎡） 205 137 

 

表 3-4 入所系施設の延床面積の度数分布表（問 7-1、問 23-1） 

施設の延床面積（㎡） 問 7-1 問 23-1 
以上  未満 施設数 割合 施設数 割合 

1  ― 500  5  4.2% 5  7.0% 
500  ― 1,000  1  0.8% 1  1.4% 

1,000  ― 1,500  8  6.7% 3  4.2% 
1,500  ― 2,000  20  16.7% 15  21.1% 
2,000  ― 2,500  24  20.0% 11  15.5% 
2,500  ― 3,000  14  11.7% 4  5.6% 
3,000  ― 3,500  8  6.7% 3  4.2% 
3,500  ― 4,000  7  5.8% 7  9.9% 
4,000  ― 4,500  8  6.7% 4  5.6% 
4,500  ― 5,000  6  5.0% 5  7.0% 
5,000  ―  19  15.8% 13  18.3% 

合計 120  100.0% 71  100.0% 
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A-4 建築コスト（問 13-1、問 29-1） 

建築コストについて得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 13-1）について、建設コストの平均値は、約 15 億円であり（表 3-5）、

度数分布で見ると、２億５千万円以上５億円未満の回答が 18.3%と最も多い。また、２億５

千万円から 12 億５千万円に回答の約６割が集中している（表 3-6）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 29-1）について、建設コストの平均値は、約

12 億円であり（表 3-5）、度数分布で見ると、２億５千万円以上５億円未満の回答が 21.3%

で最も多い（表 3-7）。 

表 3-5 入所系施設の建築コストに関する設問の回答状況（問 13-1、問 29-1） 

 問 13-1 問 29-1 
有効回答数 82  47 
平均（円） 1,469,093,824 1,226,014,202  
最大値（円） 8,657,730,353  4,853,928,560  
最小値（円） 47,578,000  169,162,000  

 

表 3-6 入所系施設の建築コストの度数分布表（問 13-1） 

施設当たりの建築コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1 ― 250,000,000  6  7.3% 

250,000,000 ― 500,000,000  15  18.3% 
500,000,000 ― 750,000,000  11  13.4% 
750,000,000 ― 1,000,000,000  12  14.6% 

1,000,000,000 ― 1,250,000,000  12  14.6% 
1,250,000,000 ― 1,500,000,000  5  6.1% 
1,500,000,000 ― 1,750,000,000  3  3.7% 
1,750,000,000 ― 2,000,000,000  3  3.7% 
2,000,000,000 ― 2,250,000,000  1  1.2% 
2,250,000,000 ― 2,500,000,000  2  2.4% 
2,500,000,000 ―   12  14.6% 

合計 82  100.0% 
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表 3-7 入所系施設の建築コストの度数分布表（問 29-1） 

施設当たりの建築コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1 ― 250,000,000  2  4.3% 

250,000,000 ― 500,000,000  10  21.3% 
500,000,000 ― 750,000,000  9  19.1% 
750,000,000 ― 1,000,000,000  9  19.1% 

1,000,000,000 ― 1,250,000,000  2  4.3% 
1,250,000,000 ― 1,500,000,000  3  6.4% 
1,500,000,000 ― 1,750,000,000  1  2.1% 
1,750,000,000 ― 2,000,000,000  1  2.1% 
2,000,000,000 ― 2,250,000,000  2  4.3% 
2,250,000,000 ― 2,500,000,000  3  6.4% 
2,500,000,000 ―   5  10.6% 

合計 47  100.0% 
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A-5 運用コスト（問 14-1、問 30-1） 

運用コストについて得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 14-1）について運用コストの平均は 4,833 万円であり（表 3-8）、500 万

円以上 1,000 万円未満の区分が 27.6%を占め最も多い（表 3-9）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 30-1）について運用コストの平均は 7,423 万

円であり（表 3-8）、500 万円以上 1,000 万円未満の区分が 22.0%を占め最も多い（表 3-10）。 

表 3-8 入所系施設の運用コストに関する設問の回答状況 

 問 14-1 問 30-1 合計 
有効回答数 87 50 137 
平均（円） 48,333,829  74,233,870  57,786,399 
最大値（円） 1,170,407,165  1,170,407,165  1,170,407,165 
最小値（円） 37,561  424,863  37,561 

 

表 3-9 入所系施設の運用コストの度数分布表（問 14-1） 

施設当たりの運用コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5,000,000  12  13.8% 

5,000,000  ― 10,000,000  24  27.6% 
10,000,000  ― 15,000,000  14  16.1% 
15,000,000  ― 20,000,000  5  5.7% 
20,000,000  ― 25,000,000  8  9.2% 
25,000,000  ― 30,000,000  7  8.0% 
30,000,000  ― 35,000,000  3  3.4% 
35,000,000  ― 40,000,000  0  0.0% 
40,000,000  ― 45,000,000  3  3.4% 
45,000,000  ― 50,000,000  2  2.3% 
50,000,000  ―  9  10.3% 

合計 87  100.0% 
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表 3-10 入所系施設の運用コストの度数分布表（問 30-1） 

施設当たりの運用コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5,000,000  9  18.0% 

5,000,000  ― 10,000,000  11  22.0% 
10,000,000  ― 15,000,000  9  18.0% 
15,000,000  ― 20,000,000  1  2.0% 
20,000,000  ― 25,000,000  3  6.0% 
25,000,000  ― 30,000,000  1  2.0% 
30,000,000  ― 35,000,000  2  4.0% 
35,000,000  ― 40,000,000  3  6.0% 
40,000,000  ― 45,000,000  2  4.0% 
45,000,000  ― 50,000,000  0  0.0% 
50,000,000  ―  9  18.0% 

合計 50  100.0% 
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A-6 保全コスト（問 14-4、問 30-4） 

保全コストについて、得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 14-4）について、保全コストの平均は 2,514 万円であり（表 3-11）、1

円以上 500 万円未満の区分が、37.2%を占め最も多い（表 3-12）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 30-4）について、保全コストの平均は 2,578

万円であり（表 3-11）、5,000 万円以上の区分が 35.1%を占め最も多い（表 3-13）。 

 

表 3-11 入所系施設の保全コストに関する設問の回答状況 

 問 14-4 問 30-4 合計 
有効回答数 94 57 151 
平均（円） 25,140,051  25,776,332  25,380,237 
最大値（円） 241,850,290  204,390,220  241,850,290  
最小値（円） 20,839  110,000  20,839  

 

表 3-12 入所系施設の保全コストの度数分布表（問 14-4） 

施設当たりの保全コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5,000,000  35  37.2% 

5,000,000  ― 10,000,000  15  16.0% 
10,000,000  ― 15,000,000  12  12.8% 
15,000,000  ― 20,000,000  3  3.2% 
20,000,000  ― 25,000,000  5  5.3% 
25,000,000  ― 30,000,000  4  4.3% 
30,000,000  ― 35,000,000  1  1.1% 
35,000,000  ― 40,000,000  0  0.0% 
40,000,000  ― 45,000,000  1  1.1% 
45,000,000  ― 50,000,000  3  3.2% 
50,000,000  ―  15  16.0% 

合計 94  100.0% 
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表 3-13 入所系施設の保全コストの度数分布表（問 30-4） 

施設当たりの保全コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5,000,000  12  21.1% 

5,000,000  ― 10,000,000  8  14.0% 
10,000,000  ― 15,000,000  4  7.0% 
15,000,000  ― 20,000,000  3  5.3% 
20,000,000  ― 25,000,000  1  1.8% 
25,000,000  ― 30,000,000  5  8.8% 
30,000,000  ― 35,000,000  3  5.3% 
35,000,000  ― 40,000,000  0  0.0% 
40,000,000  ― 45,000,000  1  1.8% 
45,000,000  ― 50,000,000  0  0.0% 
50,000,000  ―  20  35.1% 

合計 57  100.0% 
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A-7 解体処理コスト（問 18-1、問 34-1） 

解体処理コストについて、得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 18-1）に関して、解体処理コストの平均が約 1 億 1 千万円である（表 

3-14）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 34-1）に関して、解体処理コストの平均が約

1 億 6 千万円である（表 3-14）。 

表 3-14 入所系施設の解体処理コストに関する設問の回答状況 

 問 18-1 問 34-1 合計 
有効回答数 5  4 9 
平均（円） 111,577,568  161,400,000  133,720,871 
最大値（円） 171,340,000  486,250,000  486,250,000  
最小値（円） 40,000,000  40,000,000  40,000,000  

 

表 3-15 入所系施設の解体処理コストの度数分布表（問 18-1） 

施設当たりの解体処理コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 20,000,000  0  0.0% 

20,000,000  ― 40,000,000  0  0.0% 
40,000,000  ― 60,000,000  1  20.0% 
60,000,000  ― 80,000,000  1  20.0% 
80,000,000  ― 100,000,000  0  0.0% 

100,000,000  ― 120,000,000  0  0.0% 
120,000,000  ― 140,000,000  1  20.0% 
140,000,000  ― 160,000,000  1  20.0% 
160,000,000  ― 180,000,000  1  20.0% 
180,000,000  ― 200,000,000  0  0.0% 
200,000,000  ―  0  0.0% 

合計 5  100.0% 
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表 3-16 入所系施設の解体処理コストに関する度数分布表（問 34-1） 

施設当たりの解体処理コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 20,000,000  0  0.0% 

20,000,000  ― 40,000,000  0  0.0% 
40,000,000  ― 60,000,000  2  50.0% 
60,000,000  ― 80,000,000  1  25.0% 
80,000,000  ― 100,000,000  0  0.0% 

100,000,000  ― 120,000,000  0  0.0% 
120,000,000  ― 140,000,000  0  0.0% 
140,000,000  ― 160,000,000  0  0.0% 
160,000,000  ― 180,000,000  0  0.0% 
180,000,000  ― 200,000,000  0  0.0% 
200,000,000  ―  1  25.0% 

合計 4  100.0% 
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A-8 修繕回数（問 15-1、問 31-1） 

修繕回数に関して得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 15-1）に関して、施設の修繕回数の平均が 15 回であり（表 3-17）、5 回

以上 10 回未満が 37.5%を占め最も多い（表 3-18）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 31-1）に関して、施設の修繕回数の平均が 16

回であり（表 3-17）、５回以上 10 回未満が 28.6%と過半を占め最も多い（表 3-19）。 

表 3-17 入所系施設の修繕回数に関する設問の回答状況 

 問 15-1 問 31-1 合計 
有効回答数 32  14 46 
平均（回） 15  16  15 
最大値（回） 153  36  153 
最小値（回） 1  1  1 

 

表 3-18 入所系施設の修繕回数に関する度数分布表（問 15-1） 

建設からこれまでの修繕の実施回数（回） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5  9  28.1% 
5  ― 10  12  37.5% 

10  ― 15  3  9.4% 
15  ― 20  1  3.1% 
20  ―  7  21.9% 

合計 32  100.0% 
 

表 3-19 入所系施設の修繕回数に関する度数分布表（問 31-1） 

建設からこれまでの修繕の実施回数（回） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5  3  21.4% 
5  ― 10  4  28.6% 

10  ― 15  1  7.1% 
15  ― 20  1  7.1% 
20  ―  5  35.7% 

合計 14  100.0% 
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A-9 修繕間隔（問 15-7、問 31-7） 

修繕間隔に関して、得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 15-7）に関して、施設の修繕間隔年数の平均が 4.2 年であり（表 3-20）、

0.1 年以上 0.6 年未満が 78.9%を占め最も多い（表 3-21）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 31-7）に関して、施設の修繕間隔年数の平均

が 4.9 年であり（表 3-20）、0.1 年以上 0.5 年未満が 66.7%を占め最も多い（表 3-22）。 

表 3-20 入所系施設の修繕間隔に関する設問の回答状況 

 問 15-7 問 31-7 合計 
有効回答数 38 21 59 
平均（年） 4.2  4.9  4.5 
最大値（年） 24  23  24 
最小値（年） 0.1  0.3  0.1 

 

表 3-21 入所系施設の修繕間隔に関する度数分布表（問 15-7） 

建設以降の修繕の実施間隔（年） 
施設数 割合 

以上  未満 
0.1  ― 0.6  30  78.9% 
0.6  ― 1.0  3  7.9% 
1.0  ― 1.5  2  5.3% 
1.5  ― 2.0  0  0.0% 
2.0  ―  3  7.9% 

合計 38  100.0% 
 

表 3-22 入所系施設の修繕間隔に関する度数分布表（問 31-7） 

建設以降の修繕の実施間隔（年） 
施設数 割合 

以上  未満 
0.1  ― 0.5  14  66.7% 
0.5  ― 1.0  4  19.0% 
1.0  ― 1.5  1  4.8% 
1.5  ― 2.0  0  0.0% 
2.0  ―  2  9.5% 

合計 21  100.0% 
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A-10 築年数（問 4、問 20） 

築年数に関して得られたデータを整理する。 

建築年度に関する設問である問 4-1（最も古い施設）、問 20-1（最も近年に改修又は更新を

実施した施設）のデータを用いて建築からの経過年数（築年数）を求めた。 

最も古い施設（問 4-1）では平均築年数が 29 年、最も近年に改修又は更新を実施した施設

（問 20-1）では平均築年数が 28 年とほぼ変わらない結果が得られた（表 3-23）。 

表 3-23 入所系施設の築年数に関する設問の回答状況 

 問 4-1 問 20-1 合計 
有効回答数 120  71 191 
平均（年） 29  28  29 
最大値（年） 66  53  66 
最小値（年） 9  3  3 
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B 通所系施設 

通所系施設に関する設問は、問 35 から問 66 が該当する。 

そのうち問 35 から問 50 が「①最も古い（建設年が古い）施設（以下、「最も古い施設」

と記載する）」、問51から問66が「②最も近年に改修又は更新を実施した施設（以下、「最

も近年に改修又は更新を実施した施設」と記載する）」である。 

①、②で同一の設問構成となっていることから、以下では、①、②で同一の内容の設問の

集計結果をまとめて記載する。 

B-1 対象となった施設数（問 35-1、問 51-1） 

回答の対象となった施設数は、最も古い施設が 127 施設（問 35-1）、最も近年に改修又は

更新を実施した施設が 70 施設（問 51-1）である（表 3-24）。 

表 3-24 回答対象となった施設の種類 

問 35-1 
最も古い（建設

年が古い）施設 

問 51-1 
最も近年に改修

又は更新を実施

した施設 

合計 

施設種別 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

1 通所介護を実施する施設 105 82.7% 56 80.0% 161 81.7% 

2 
通所リハビリテーションを実施

する施設 
2 1.6% 4 5.7% 6 3.0% 

6 
地域密着型通所介護を実施する

施設 
13 10.2% 6 8.6% 19 9.6% 

7 
認知症対応型通所介護を実施す

る施設 
2 1.6% 0 0.0% 2 1.0% 

8 
小規模多機能型居宅介護を実施

する施設 
4 3.1% 2 2.9% 6 3.0% 

13 
介護予防通所リハビリテーショ

ンを実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

17 
介護予防認知症対応型通所介護

を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

18 
介護予防小規模多機能型居宅介

護を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

20 第一号通所事業を実施する施設 1 0.8% 2 2.9% 3 1.5% 

合計 127 100.0% 70 100.0% 197 100.0% 
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B-2 施設の構造（問 38-1、問 54-1） 

回答の対象となった施設のうち、最も古い施設、最も近年に改修又は更新を実施した施設

ともに、RC 造（コンクリート構造）の施設が最も多く、約７割を占めている（表 3-25）。 

表 3-25 施設の構造 

  問 38-1 問 54-1 合計 

施設の構造 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 

1 RC 造（鉄筋コンクリート構造） 94  74.6% 42  60.9% 136  69.7% 

2 S 造（鉄骨構造） 18  14.3% 18  26.1% 36  18.5% 

3 
SRC 造（鉄骨鉄筋コンクリート構

造） 
10  7.9% 6  8.7% 16  8.2% 

4 木造構造 4  3.2% 3  4.3% 7  3.6% 

合計 126  100.0% 69  100.0% 195  100.0% 
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B-3 延床面積（問 39-1、問 55-1） 

回答のあった施設のうち、最も古い施設（問 39-1）では、500 ㎡以上 1,000 ㎡未満の施設

が 47.2%で最も多かった。一方、最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 55-1）でも、

500 ㎡以上 1000 ㎡未満の施設が 40.3%で最も多い（表 3-27）。 

表 3-26 通所系施設の延床面積に関する設問の回答状況 

 問 39-1 問 55-1 
有効回答数 127 67 
平均（㎡） 2,006 1,213 
最大値（㎡） 131,790 14.785 
最小値（㎡） 92 131 

 

表 3-27 通所系施設の延床面積の度数分布 

施設の延床面積（㎡） 問 39-1 問 55-1 
以上  未満 施設数 割合 施設数 割合 

1  ― 500  39  30.7% 16  23.9% 
500  ― 1,000  60  47.2% 27  40.3% 

1,000  ― 1,500  11  8.7% 10  14.9% 
1,500  ― 2,000  8  6.3% 8  11.9% 
2,000  ― 2,500  3  2.4% 2  3.0% 
2,500  ― 3,000  1  0.8% 2  3.0% 
3,000  ― 3,500  1  0.8% 0  0.0% 
3,500  ― 4,000  0  0.0% 0  0.0% 
4,000  ― 4,500  1  0.8% 0  0.0% 
4,500  ― 5,000  0  0.0% 0  0.0% 
5,000  ―  3  2.4% 2  3.0% 

合計 127  100.0% 67  100.0% 
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B-4 建築コスト（問 45-1、問 61-1） 

建築コストについて得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 45-1）について、建設コストの平均値は、約 4.7 億円（表 3-28）であり、

度数分布で見ると、１億円以上２億円未満の回答が 24.3%と最も多い。また、３億円未満に

回答の約６割が集中している（表 3-29）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 61-1）について、建設コストの平均値は約 4.9

億円であり、度数分布で見ると２億円以上３億円未満、４億円以上５億円未満の回答がとも

に 20.0%を占め最も多い（表 3-30）。 

 

表 3-28 通所系施設の建築コストに関する設問の回答状況） 

 問 45-1 問 61-1 
有効回答数 74 40 
平均（円） 474,522,695 485,682,662 
最大値（円） 7,293,430,000 4,249,954,000 
最小値（円） 145,615 49,680,000 

 

表 3-29 通所系施設の建築コストの度数分布表（問 45-1） 

施設当たりの建築コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 100,000,000  16  21.6% 

100,000,000  ― 200,000,000  18  24.3% 
200,000,000  ― 300,000,000  10  13.5% 
300,000,000  ― 400,000,000  6  8.1% 
400,000,000  ― 500,000,000  8  10.8% 
500,000,000  ― 600,000,000  1  1.4% 
600,000,000  ― 700,000,000  3  4.1% 
700,000,000  ― 800,000,000  2  2.7% 
800,000,000  ― 900,000,000  3  4.1% 
900,000,000  ― 1,000,000,000  1  1.4% 

1,000,000,000  ―  6  8.1% 
合計 74  100.0% 
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表 3-30 通所系施設の建築コストの度数分布表（問 61-1） 

施設当たりの建築コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 100,000,000  7  17.5% 

100,000,000  ― 200,000,000  6  15.0% 
200,000,000  ― 300,000,000  8  20.0% 
300,000,000  ― 400,000,000  6  15.0% 
400,000,000  ― 500,000,000  8  20.0% 
500,000,000  ― 600,000,000  1  2.5% 
600,000,000  ― 700,000,000  0  0.0% 
700,000,000  ― 800,000,000  0  0.0% 
800,000,000  ― 900,000,000  0  0.0% 
900,000,000  ― 1,000,000,000  0  0.0% 

1,000,000,000  ―  4  10.0% 
合計 40  100.0% 
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B-5 運用コスト（問 46-1、問 62-1） 

運用コストについて得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 46-1）について運用コストの平均は 1,059 万円であり（表 3-31）、400

万円以上 500 万円未満の区分が 16.3%を占め最も多い（表 3-32）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 62-1）について運用コストの平均は 1,316 万

円であり（表 3-31）、400 万円以上 500 万円未満の区分が 18.8%を占め最も多い（表 3-33）。 

表 3-31 通所系施設の運用コストに関する設問の回答状況 

 問 46-1 問 62-1 合計 
有効回答数 80 48 88 
平均（円） 10,594,863  13,161,513  11,557,357 
最大値（円） 183,336,627  261,948,537  261,948,537  
最小値（円） 2,066  28,031  2,066  

 

表 3-32 通所系施設の運用コストの度数分布表（問 46-1） 

施設当たりの運用コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 1,000,000  7  8.8% 

1,000,000  ― 2,000,000  10  12.5% 
2,000,000  ― 3,000,000  11  13.8% 
3,000,000  ― 4,000,000  10  12.5% 
4,000,000  ― 5,000,000  13  16.3% 
5,000,000  ― 6,000,000  6  7.5% 
6,000,000  ― 7,000,000  4  5.0% 
7,000,000  ― 8,000,000  4  5.0% 
8,000,000  ― 9,000,000  1  1.3% 
9,000,000  ― 10,000,000  2  2.5% 

10,000,000  ―  12  15.0% 
合計 80  100.0% 
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表 3-33 通所系施設の運用コストの度数分布表（問 62-1） 

施設当たりの運用コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 1,000,000  4  8.3% 

1,000,000  ― 2,000,000  5  10.4% 
2,000,000  ― 3,000,000  5  10.4% 
3,000,000  ― 4,000,000  7  14.6% 
4,000,000  ― 5,000,000  9  18.8% 
5,000,000  ― 6,000,000  2  4.2% 
6,000,000  ― 7,000,000  4  8.3% 
7,000,000  ― 8,000,000  2  4.2% 
8,000,000  ― 9,000,000  1  2.1% 
9,000,000  ― 10,000,000  3  6.3% 

10,000,000  ―  6  12.5% 
合計 48  100.0% 
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B-6 保全コスト（問 46-4、問 62-4） 

保全コストについて、得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 46-4）について、保全コストの平均は 406 万円であり（表 3-34）、1 円

以上 100 万円未満の区分が、29.8%を占め最も多い（表 3-35）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 62-4）について、保全コストの平均は 1,063

万円であり（表 3-34）、1 円以上 100 万円未満の区分が 24.5%を占め最も多い（表 3-36）。 

表 3-34 通所系施設の保全コストに関する設問の回答状況 

 問 46-4 問 62-4 合計 
有効回答数 84 53 137 
平均（円） 4,055,639  10,630,686  6,599,270 
最大値（円） 32,952,179  201,426,917  201,426,917  
最小値（円） 36,676  18,590  18,590  

 

表 3-35 通所系施設の保全コストの度数分布表（問 46-4） 

施設当たりの保全コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 1,000,000  25  29.8% 

1,000,000  ― 2,000,000  13  15.5% 
2,000,000  ― 3,000,000  11  13.1% 
3,000,000  ― 4,000,000  8  9.5% 
4,000,000  ― 5,000,000  4  4.8% 
5,000,000  ― 6,000,000  3  3.6% 
6,000,000  ― 7,000,000  5  6.0% 
7,000,000  ― 8,000,000  1  1.2% 
8,000,000  ― 9,000,000  4  4.8% 
9,000,000  ― 10,000,000  1  1.2% 

10,000,000  ―  9  10.7% 
合計 84  100.0% 
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表 3-36 通所系施設の保全コストの度数分布表（問 62-4） 

施設当たりの保全コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 1,000,000  13  24.5% 

1,000,000  ― 2,000,000  8  15.1% 
2,000,000  ― 3,000,000  2  3.8% 
3,000,000  ― 4,000,000  9  17.0% 
4,000,000  ― 5,000,000  3  5.7% 
5,000,000  ― 6,000,000  2  3.8% 
6,000,000  ― 7,000,000  1  1.9% 
7,000,000  ― 8,000,000  1  1.9% 
8,000,000  ― 9,000,000  2  3.8% 
9,000,000  ― 10,000,000  2  3.8% 

10,000,000  ―  10  18.9% 
合計 53  100.0% 
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B-7 解体処理コスト（問 50-1、問 66-1） 

解体処理コストについて、得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 50-1）に関して、解体処理コストの平均が約 5,600 万円である（表 

3-37）。最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 66-1）に関して、解体処理コストの平

均が約２億６千万円である（表 3-37）。ただし、本設問は回答数が少ないことに留意が必要

である（表 3-38、表 3-39）。 

表 3-37  通所系施設の解体処理コストに関する設問の回答状況 

 問 50-1 問 66-1 合計 
有効回答数 4  2 6 
平均（円） 55,797,432  259,570,000  123,721,621 
最大値（円） 171,340,000  486,250,000  486,250,000 
最小値（円） 66,728  32,890,000  66,728 

 

表 3-38 通所系施設の解体処理コストの度数分布表（問 50-1） 

施設当たりの解体処理コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5,000,000  0  0.0% 

5,000,000  ― 10,000,000  0  0.0% 
10,000,000  ― 15,000,000  0  0.0% 
15,000,000  ― 20,000,000  1  25.0% 
20,000,000  ― 25,000,000  1  25.0% 
25,000,000  ― 30,000,000  0  0.0% 
30,000,000  ― 35,000,000  0  0.0% 
35,000,000  ― 40,000,000  0  0.0% 
40,000,000  ― 45,000,000  0  0.0% 
45,000,000  ― 50,000,000  1  25.0% 
50,000,000  ―  1  25.0% 

合計 4  100.0% 
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表 3-39 通所系施設の解体処理コストに関する度数分布表（問 66-1） 

施設当たりの解体処理コスト（円） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5,000,000  0  0% 

5,000,000  ― 10,000,000  0  0% 
10,000,000  ― 15,000,000  0  0% 
15,000,000  ― 20,000,000  0  0% 
20,000,000  ― 25,000,000  0  0% 
25,000,000  ― 30,000,000  0  0% 
30,000,000  ― 35,000,000  1  50.0% 
35,000,000  ― 40,000,000  0  0% 
40,000,000  ― 45,000,000  0  0% 
45,000,000  ― 50,000,000  0  0% 
50,000,000  ―  1  50.0% 

合計 2  100.0% 
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B-8 修繕回数（問 47-1、問 63-1） 

修繕回数に関して得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 47-1）に関して、施設の修繕回数の平均が 14 回であり（表 3-40）、1 回

以上 5 回未満が 37.0%を占め最も多い（表 3-41）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 63-1）に関して、施設の修繕回数の平均が 10

回であり（表 3-40）、１回以上５回未満が 55.0%と過半を占め最も多い（表 3-42）。 

表 3-40 通所系施設の修繕回数に関する設問の回答状況 

 問 47-1 問 63-1 合計 
有効回答数 27 20 47 
平均（回） 14 10 12 
最大値（回） 76 46 76 
最小値（回） 1 1 1 

 

表 3-41 通所系施設の修繕回数に関する度数分布表（問 47-1） 

建設からこれまでの修繕の実施回数（回） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5  10  37.0% 
5  ― 10  5  18.5% 

10  ― 15  4  14.8% 
15  ― 20  0  0.0% 
20  ―  8  29.6% 

合計 27  100.0% 
 

表 3-42 通所系施設の修繕回数に関する度数分布表（問 63-1） 

建設からこれまでの修繕の実施回数（回） 
施設数 割合 

以上  未満 
1  ― 5  11  55.0% 
5  ― 10  2  10.0% 

10  ― 15  3  15.0% 
15  ― 20  0  0.0% 
20  ―  4  20.0% 

合計 20  100.0% 
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B-9 修繕間隔（問 47-7、問 63-7） 

修繕間隔に関して、得られたデータを整理する。 

最も古い施設（問 47-7）に関して、施設の修繕間隔年数の平均が 7.3 年であり（表 3-43）、

0.1 年以上 0.5 年未満が 66.7%を占め最も多い（表 3-44）。 

最も近年に改修又は更新を実施した施設（問 63-7）に関して、施設の修繕間隔年数の平均

が 6.8 年であり（表 3-43）、0.1 年以上 0.5 年未満が 68.4%を占め最も多い（表 3-45）。 

表 3-43 通所系施設の修繕間隔に関する設問の回答状況 

 問 47-7 問 63-7 合計 
有効回答数 30 19 49 
平均（年） 7.3 6.8 7.1 
最大値（年） 32 32 32 
最小値（年） 0.2 0.2 0.2 

 

表 3-44 通所系施設の修繕間隔に関する度数分布表（問 47-7） 

建設以降の修繕の実施間隔（年） 
施設数 割合 

以上  未満 
0.1  ― 0.5  20  66.7% 
0.5  ― 1.0  3  10.0% 
1.0  ― 1.5  1  3.3% 
1.5  ― 2.0  1  3.3% 
2.0  ―  5  16.7% 

合計 30  100.0% 
 

表 3-45 通所系施設の修繕間隔に関する度数分布表（問 63-7） 

建設以降の修繕の実施間隔（年） 
施設数 割合 

以上  未満 
0.1  ― 0.5  13  68.4% 
0.5  ― 1.0  2  10.5% 
1.0  ― 1.5  0  0.0% 
1.5  ― 2.0  1  5.3% 
2.0  ―  3  15.8% 

合計 19  100.0% 
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B-10 築年数（問 36-1、問 52-1） 

築年数に関して得られたデータを整理する。 

建築年度に関する設問である問 36-1（最も古い施設）、問 52-1（最も近年に改修又は更新

を実施した施設）のデータを用いて建築からの経過年数（築年数）を求めた。 

最も古い施設（問 36-1）では平均築年数が 27 年、最も近年に改修又は更新を実施した施設

（問 52-1）では平均築年数が 25 年とほぼ変わらない結果が得られた（表 3-46）。 

表 3-46 通所系施設の築年数に関する設問の回答状況 

 問 36-1 問 52-1 合計 
有効回答数 124  66 190 
平均（年） 27  25  26 
最大値（年） 49  49  49 
最小値（年） 4  1  1 
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C 施設種別ごとの施設数と延床面積（問 2） 

入所系施設と通所系施設について、施設種別ごとの施設数、施設種別ごとの延床面積を表 

3-47 にまとめる。１自治体あたりの施設数は、「１．通所介護を実施する施設」が 2.9 箇所

と最も多く、次いで「20．第一号通所事業を実施する施設」の 2.7箇所である。また、施設の

延床面積については、１施設あたりの延床面積は、「21．介護老人福祉施設」が最も広い。

（回答数が 10 以下の施設種別とその他を除く） 

表 3-47 入所系施設、通所系施設の施設種別ごとの施設数と施設の延床面積 

施設種別 

施設数（箇所） 延床面積（㎡） 

施設数合

計 

回答のあ

った自治

体数 

 

施設の合

計延床面

積 

  

１自治体

あたりの

施設数の

平均 

１自治体

あたりの

平均延床

面積 

１施設当

たりの平

均延床面

積 
1 通所介護を実施する施設 432  148  2.9  376,989  2,547  873  

2 
通所リハビリテーションを実施

する施設 
13  10  1.3  26,866  2,687  2,067  

3 
短期入所生活介護を実施する施

設 
23  12  1.9  42,868  3,572  1,864  

4 
短期入所療養介護を実施する施

設 
4  4  1.0  2,054  514  514  

5 
特定施設入居者生活介護を実施

する施設 
2  2  1.0  3,011  1,506  1,506  

6 
地域密着型通所介護を実施する

施設 
43  27  1.6  37,598  1,393  874  

7 
認知症対応型通所介護を実施す

る施設 
20  9  2.2  7,572  841  379  

8 
小規模多機能型居宅介護を実施

する施設 
17  10  1.7  6,229  623  366  

9 
認知症対応型共同生活介護を実

施する施設 
18  11  1.6  11,120  1,011  618  

10 
地域密着型特定施設入居者生活

介護を実施する施設 
1  1  1.0  679  679  679  

11 
地域密着型介護老人福祉施設入

所者生活介護を実施する施設 
4  3  1.3  9,177  3,059  2,294  

12 
看護小規模多機能型居宅介護を

実施する施設 
1  1  1.0  0  0  0  

13 
介護予防通所リハビリテーショ

ンを実施する施設 
3  3  1.0  2,054  685  685  

14 
介護予防短期入所生活介護を実

施する施設 
6  4  1.5  16,834  4,209  2,806  

15 
介護予防短期入所療養介護を実

施する施設 
4  4  1.0  2,054  514  514  

（次ページに続く） 
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施設種別 

施設数（箇所） 延床面積（㎡） 

施設数合

計 

回答のあ

った自治

体数 

 
施設の合

計延床面

積 

  
１自治体

あたりの

施設数の

平均 

１自治体

あたりの

平均延床

面積 

１施設当

たりの平

均延床面

積 

16 
介護予防特定施設入居者生活介

護を実施する施設 
1  1  1.0  1,320  1,320  1,320  

17 
介護予防認知症対応型通所介護

を実施する施設 
5  2  2.5  3,037  1,519  607  

18 
介護予防小規模多機能型居宅介

護を実施する施設 
2  2  1.0  777  389  389  

19 
介護予防認知症対応型共同生活

介護を実施する施設 
2  2  1.0  1,648  824  824  

20 第一号通所事業を実施する施設 32  12  2.7  18,080  1,507  565  
21 介護老人福祉施設 132  67  2.0  599,576  8,949  4,542  
22 介護老人保健施設 38  38  1.0  154,906  4,076  4,076  
23 介護療養型医療施設 4  4  1.0  4,413  1,103  1,103  
24 介護医療院 1  1  1.0  7,344  7,344  7,344  
25 有料老人ホーム 1  1  1.0  11,114  11,114  11,114  
26 軽費老人ホーム 17  15  1.1  43,904  2,927  2,583  
27 養護老人ホーム 96  86  1.1  275,002  3,198  2,865  
28 その他 55  21  2.6  802,013  38,191  14,582  

合計 581  241  2.4  526,217  2,183  906  
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3.1.3.クロス集計 

複数の設問を組み合わせてクロス集計を行った。結果を以下に記載する。 

A-1 施設種別ごとの施設の構造 

上記に記載した入所系施設、通所系施設の施設種別（問 3-1、問 19-1、問 35-1、問 51-1）

ごとの施設の構造（問 6-1、問 22-1、問 38-1、問 54-1）をまとめた（表 3-48）。施設の構造

は、RC 作り（鉄筋コンクリート構造）が多い。 
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表 3-48 施設の構造別の施設種別の内訳 

施設種別 

施設の構造 

RC 造（鉄筋コン

クリート構造） 
S 造（鉄骨構造） 

SRC 造（鉄骨鉄

筋コンクリート構

造） 
木造構造 

施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 
1 通所介護を実施する施設 113 38.7% 29 65.9% 13 72.2% 3 27.3% 

2 
通所リハビリテーションを実施

する施設 
3 1.0% 1 2.3% 2 11.1% 0 0.0% 

3 
短期入所生活介護を実施する施

設 
3 1.0% 1 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 

4 
短期入所療養介護を実施する施

設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

5 
特定施設入居者生活介護を実施

する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

6 
地域密着型通所介護を実施する

施設 
4 1.4% 1 2.3% 0 0.0% 1 9.1% 

7 
認知症対応型通所介護を実施す

る施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

8 
小規模多機能型居宅介護を実施

する施設 
1 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 9.1% 

9 
認知症対応型共同生活介護を実

施する施設 
0 0.0% 2 4.5% 0 0.0% 3 27.3% 

10 
地域密着型特定施設入居者生活

介護を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

11 
地域密着型介護老人福祉施設入

所者生活介護を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

12 
看護小規模多機能型居宅介護を

実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

13 
介護予防通所リハビリテーショ

ンを実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

14 
介護予防短期入所生活介護を実

施する施設 
1 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

15 
介護予防短期入所療養介護を実

施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

16 
介護予防特定施設入居者生活介

護を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

17 
介護予防認知症対応型通所介護

を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

18 
介護予防小規模多機能型居宅介

護を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

19 
介護予防認知症対応型共同生活

介護を実施する施設 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

（次ページに続く） 
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施設種別 

施設の構造 

RC 造（鉄筋コン

クリート構造） 
S 造（鉄骨構造） 

SRC 造（鉄骨鉄

筋コンクリート構

造） 
木造構造 

施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 施設数 割合 
20 第一号通所事業を実施する施設 2 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 9.1% 
21 介護老人福祉施設 56 19.2% 5 11.4% 2 11.1% 0 0.0% 
22 介護老人保健施設 20 6.8% 3 6.8% 0 0.0% 0 0.0% 
23 介護療養型医療施設 3 1.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
24 介護医療院 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
25 有料老人ホーム 2 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
26 軽費老人ホーム 13 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
27 養護老人ホーム 71 24.3% 2 4.5% 1 5.6% 2 18.2% 
28 その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

  合計 292 100.0% 44 100.0% 18 100.0% 11 100.0% 
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A-2 建築コストの分析 

通所系施設、入所系施設について、建築コストを分析する。 

以下では通所系施設、入所系施設について、施設の面積と建築コストの関係を記載する。

関係を示すために、横軸に施設の延床面積、縦軸に施設ごとの建築コストをとった散布図を

記載する。あわせて、図中にそれらの点の近似式と、数式および R２の値4を記載する。 

 

① 入所系施設 

入所系施設に関して、延床面積（問 7-1、問 23-1）、建築コスト（問 13-1、問 29-1）の関

係を記載する（図 3-1）。直線近似をした場合 R2は 0.5 より大きくなることから、延床面積に

より建築コストが一定程度説明できると解釈できる。 

図 3-1 入所系施設に関する延床面積と建築コストの関係 

 

  

 
4 R2は決定係数と呼ばれ、回帰式により数値データをどれだけ説明できているかを示す値である。１に近いほど回帰式が数値データをよく説

明できていると解釈できる。 
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② 通所系施設 

通所系施設に関して、延床面積（問 39-1、問 55-1）、建築コスト（問 45-1、問 61-1）の関

係を記載する（図 3-2）。 

直線近似をした場合の近似式と R2を記載するが、R2は 0.21 であり、0.5 より小さいことか

ら延床面積により建築コストを説明することは困難であると解釈できる。 

図 3-2 通所系施設に関する延床面積と建築コストの関係 

 

 

③ 入所系施設＋通所系施設 

以上を踏まえ、建設コストに関して、入所系、通所系をあわせて建築コストと面積に関す

る分析を行った（図 3-3）。この場合、R2は 0.5 より大きくなることから、延床面積により建

築コストが説明できると解釈できる。 
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図 3-3 入所系施設、通所系施設を含めた延床面積と建築コストの関係 

 

 

上記の結果を踏まえて、老人福祉施設全体（入所系＋通所系）に関して建築コストを表 

3-49 の式で直線近似する。 

表 3-49 老人福祉施設（入所系＋通所系）の延床面積と建築コストの関係 

ｘ：延床面積（㎡）、y：建築コスト（円）としたとき、 

y=483,575×x 
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A-3 運用コストの分析 

通所系施設、入所系施設について、運用コストを分析する。 

以下、通所系施設、入所系施設の面積と運用コストの関係を図示した結果を記載する。横

軸に施設の延床面積、縦軸に施設ごとの運用コストをとり、直線近似による近似式と R２の値

を記載する。 

① 入所系施設 

入所系施設に関して、図 3-4 に延床面積（問 7-1、問 23-1）、運用コスト（問 14-1、問 30-

1）の関係を記載する。直線近似をした場合、R2 は 0.5 より小さいことから、延床面積により

運用コストを説明することは困難であると解釈できる。 

図 3-4 入所系施設に関する延床面積と運用コストの関係 
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② 通所系施設 

通所系施設に関して、図 3-5 に延床面積（問 39-1、問 55-1）、運用コスト（問 46-1、問

62-1）の関係を記載する。直線近似をした場合、R2 は 0.5 より小さいことから、延床面積に

より運用コストを説明することは困難であると解釈できる 

図 3-5 通所系施設に関する延床面積と運用コストの関係 

 

 

③ 入所系施設と通所系施設 

図 3-6 に横軸に建築からの経過年数（年）、縦軸に１㎡あたりの運用コストを示した図を記

載する。この図に関して、経過年数あたりの１㎡あたりの運用コストを表 3-50 に示す。 
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図 3-6 建築からの経過年数と１㎡あたりの運用コストの関係 

 

 

表 3-50 建築からの経過年数ごとの１㎡あたりの運用コスト 

建築からの経過年数（年） １㎡あたりの運用コ

ストの中央値（円） 以上  以下 

1 ― 20 8,998  

21 ― 40 6,214  

41 ― 60 5,677  

61 ―  3,789  
 

 

上記より、運用コストについて、面積との関係を一定の式に示すことは困難である。 

一方で、築年数と運用コストの間には一定の関係があることが分かった。そのため、運用

コストについては、表 3-50 に示す通り築年数に応じて数値を計上する。  
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A-4 保全コストの分析 

入所系、通所系の施設について保全コストを分析する。 

通所系施設、入所系施設について、それぞれの施設の面積と保全コストの関係を図示した

結果をそれぞれ記載する。横軸に施設の延床面積、縦軸に施設ごとの保全コストをとり、直

線近似による近似式と R２の値を記載する。 

 

① 入所系施設 

入所系施設に関して、図 3-7 に延床面積（問 7-1、問 23-1）、保全コスト（問 14-4、問 30-

4）の関係を記載する。直線近似をした場合、R2は 0.20と 0.5より小さいことから、延床面積

により保全コストを説明することは困難であると解釈できる。 

図 3-7 入所系施設に関する延床面積と保全コストの関係 
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② 通所系施設 

通所系施設に関して、図 3-8 に延床面積（問 39-1、問 55-1）、保全コスト（46-4、問 62-

4）の関係を記載する。直線近似をした場合、R2 は 0.5 より小さいことから、延床面積により

保全コストを説明することは困難であると解釈できる。 

図 3-8 通所系施設に関する延床面積と保全コストの関係 

 

 

また横軸に建築からの経過年数（年）、縦軸に１㎡あたりの保全コストを示した図を図 3-9

に記載する。この図に関して、経過年数あたりの１㎡あたりの保全コストを表 3-51 に示す。 
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図 3-9 建築からの経過年数と１㎡あたりの保全コストの関係 

 

表 3-51 建築からの経過年数ごとの１㎡あたりの保全コスト 

建築からの経過年数（年） １㎡あたりの保全コ

スト平均（円） 以上  以下 

1 ― 20 4,556  

21 ― 40 3,714  

41 ―  2,324  
 

上記より、保全コストについて、延床面積との関係を定式化することは困難である。 

一方で、築年数と保全コストの間には一定の関係があることが分かった。そのため、運用

コストについては、築年数に応じて数値を計上する。 
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A-5 解体処理コストの分析 

入所系、通所系の施設について解体処理コストを分析する。入所系施設と通所系施設をあ

わせて分析する。 

横軸に施設の延床面積、縦軸に施設ごとの解体処理コストをとり、直線近似による近似式

と R２の値を記載する。 

図 3-10 に延床面積（問 7-1、問 23-1、問 39-1、問 55-1）、解体処理コスト（問 18-1、問

34-1、問 50-1、問 66-1）の関係を記載する。直線近似をした場合、R2は 0.60 と 0.5 より大き

いことから、延床面積により解体処理コストを説明することができると解釈できる。 

図 3-10 入所系及び通所系施設に関する延床面積と解体処理コストの関係 

  

 

上記の結果を踏まえて、老人福祉施設全体に関する解体処理コストについて延床面積を変

数とする以下の式でモデル化する（表 3-52）。 

表 3-52 延床面積と解体処理コストの関係 

ｘ：延床面積（㎡）、y：解体処理コスト（円）としたとき、 

y=90,563×x 

以下、この式を用いて推定を行う。 
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A-6 修繕費の分析 

入所系、通所系の施設に関して、修繕費に関する分析を行う。 

ここで、修繕費に関する回答の状況を表 3-53 に示す。全体では、5.0 年未満の周期である

とした回答が 71.3%を占める。 

建築以降の実施周期を求めると平均して 5.7 年となる。 

表 3-53 建築からの修繕の実施周期 

修繕の実施周

期（年） 
入所系（問 15-9、

問 31-9） 
通所系（問 47-9、

問 63-9） 

入所系＋通所系 
（問 15-9、問 31-

9、問 47-9、問 63-
9） 

以上  未満 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

0.1  ― 5.0  44  74.6% 33  67.3% 77  71.3% 

5.0  ― 10.0  7  11.9% 5  10.2% 12  11.1% 

10.0  ― 15.0  3  5.1% 1  2.0% 4  3.7% 

15.0  ― 20.0  0  0.0% 2  4.1% 2  1.9% 

20.0  ―  5  8.5% 8  16.3% 13  12.0% 

合計 59 100.0% 49 100.0% 108 100.0% 

全体の平均値 5.7 年 

 

また、修繕費に関して、直近１年分の１㎡あたりの金額（中央値）を築年数の区分ごとの

値として記載する。単位面積あたりの修繕費は、築年数の経過に応じて増加している（表 

3-54）。 

表 3-54 １年あたり１㎡あたりの修繕費（円） 

区分（築年数） 
１㎡あたりの修繕費

（円／年） 

全体 417  

0 年から 20 年 390  

21 年から 40 年 414  

41 年から 60 年 432  

61 年以降 1,224  
 

  



55 

 

A-7 更新費の分析  

入所系、通所系の施設に関して、更新費に関する分析を行う。 

ここで、更新費に関する回答の状況を表 3-55 に示す。全体では、10.0 年未満の周期である

とした回答が 62.5%（36.1%+26.4%）を占める。 

建築以降の実施周期を求めると平均して 9.4 年となる。 

表 3-55 建築からの更新の実施周期 

更新の実施周

期（年） 
入所系（問 16-9、

問 32-9） 
通所系（問 48-9、

問 64-9） 

入所系＋通所系 
（問 16-9、問 32-

9、問 48-9、問 64-
9） 

以上  未満 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

0.1  ― 5.0  20  50.0% 6  18.8% 26  36.1% 

5.0  ― 10.0  6  15.0% 13  40.6% 19  26.4% 

10.0  ― 15.0  7  17.5% 5  15.6% 12  16.7% 

15.0  ― 20.0  2  5.0% 0  0.0% 2  2.8% 

20.0  ―  5  12.5% 8  25.0% 13  18.1% 

合計 40 100.0% 32 100.0% 72 100.0% 

全体の平均値 9.4 年 

 

また、更新費に関して、直近１年分の１㎡あたりの金額（中央値）を築年数の区分ごとの

値として記載する（表 3-56）。 

表 3-56 １年あたり１㎡あたりの更新費（円） 

区分（築年数） 
１㎡あたりの更新費

（円・年） 

全体 4,527  

0 年から 20 年 6,776  

21 年から 40 年 4,872  

41 年以降 3,306  
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A-8 改修費の分析 

入所系、通所系の施設に関して、改修費に関する分析を行う。 

改修費に関する回答の状況を表 3-57 に示す。全体では、10.0 年未満の周期であるとした回

答が 53.7%（35.4%＋18.3%）を占める。 

建築以降の実施周期を求めると平均して 11.0 年となる。 

表 3-57 建築からの改修の実施周期 

改修の実施周

期（年） 
入所系（問 16-9、

問 32-9） 
通所系（問 48-9、

問 64-9） 

入所系＋通所系 
（問 16-9、問 32-

9、問 48-9、問 64-
9） 

以上  未満 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

0.1  ― 5.0  22  44.9% 7  21.2% 29  35.4% 

5.0  ― 10.0  8  16.3% 7  21.2% 15  18.3% 

10.0  ― 15.0  8  16.3% 6  18.2% 14  17.1% 

15.0  ― 20.0  1  2.0% 2  6.1% 3  3.7% 

20.0  ―  10  20.4% 11  33.3% 21  25.6% 

合計 49  100.0% 33 100.0% 82 100.0% 

全体の平均値 11.0 年 

 

また、改修費に関して、直近１年分の１㎡あたりの金額（中央値）を築年数の区分ごとの

値として記載する（表 3-58）。 

表 3-58 １年あたり１㎡あたりの改修費（円） 

区分（築年数） 
１㎡あたりの改修費

（円／年） 

全体 2,776  

0 年から 20 年 233  

21 年から 40 年 3,512  

41 年以降 1,006  
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3.2 インフラ長寿命化に関する推計結果 

インフラ長寿命化に関する推計を行うにあたっての算定式を説明し、算定式を用いた推計

結果を記載する。 

まず、１施設あたりのコスト推計のモデル化を行う。次いで、その結果を全国の施設に適

用することにより、インフラ長寿命化による効果を推計する。 

3.2.1.推計条件 

上述した集計結果に基づいて１施設あたりのコストを推計する。 

推計では、表 3-59 に示す通り３つのシナリオを想定し、それぞれの LCC を算出すること

で長寿命化によるコスト削減効果を定量的に推定する。シナリオごとに考慮する事項をまと

めた。 

表 3-59 ライフサイクルコストの算出シナリオ 

1. ライフサイクルコスト推計対象年数 

70 年間 

 

2. 延床面積 

800 ㎡ 

 

3. シナリオ 

 ・共通事項 

建築後 30 年間は運用コスト及び維持管理コストのみ計上し、修繕・更新・改修はしない。 

 

・建築 31 年目からのコスト計上シナリオ 

シナリオ１：建物の寿命を延ばす取り組みをせず、建て替える 

最低限のメンテナンスだけ実施する。すなわち運用コストと維持管理コストのみをかけ、修繕・更新・改

修はしない。ただし、建築後 40 年で性能劣化により建替えの必要が生じるため、40 年目に最初の建物を取

り壊す。41 年目に同じ場所に新しい建物を建築して、そのまま 30 年使う。 

 

シナリオ２：「長寿命化」しつつ LCC を抑えるよう計画的に保全する 

建築から 31 年目以降は、運用と維持管理に加え、一定サイクルで修繕・更新・改修を行う「長寿命化」

に取り組む。具体的には 31 年目に一括して修繕・更新・改修を実施。以降は一定の周期でそれぞれ修繕・

更新・改修を行い、70 年間一つの建物を使い続け、最後に取り壊す。 

 

シナリオ３：建て替えはしないが、老朽化でやむなく保全を行うことになる 

建築後 40 年目までは①同様に運用コストと維持管理コストだけかける。41 年目以降は建物の老朽化に伴

い維持管理に加え一定サイクルで修繕・更新・改修の必要性が生じるため、一定周期で保全し、70 年間一つ

の建物を使い続ける。ただし、取り組む時期が遅かったため、維持管理を含む保全コストが②より割高にな

る。70 年間一つの建物を使い続け、最後に取り壊す。 
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表 3-60 LCC の算出にあたりシナリオ毎に考慮する事項 

項目 シナリオ１ シナリオ２ シナリオ３ 

長寿命化 なし あり なし 

建物寿命5 40 年 70 年 70 年 

建築コスト 〇（２回） 〇（１回） 〇（１回） 

運用コスト 〇（１回／年） 〇（１回／年） 〇（１回／年） 

保全コスト 
△（１回／年） 

・維持管理コストのみ

を計上 

△（１回／年） 
・１～30 年目は維持管

理コストのみを計上 
・31 年目以降は保全コ

スト全体を計上 

△（１回／年） 
・１～40 年目は維持管

理コストのみを計上 
・41 年目以降は保全コ

ストに割増係数（6.2）6

をかけて計上 
維持管理 
コスト 

〇（１回／年） 〇（１回／年） 〇（１回／年） 

修繕、 
更新、 
改修コス

ト 

× 
・計上無し 

△ 
・31 年目以降計上 
・31 年目に修繕、更

新、改修をまとめて実

施するため各コストが

１回追加で発生 

△ 
・41 年目以降計上 

解体処理コス

ト 
〇（１回） 

40 年目に計上 
〇（１回） 

70 年目に計上 
〇（１回） 

70 年目に計上 

LCC の算出

方法 

＝建築コスト×２（回） 
＋運用コスト×（年数）

（回） 
＋保全コスト×（年数）

（回） 
＋解体処理コスト×１回 

＝建築コスト×１（回） 
＋運用コスト×（年数）

（回） 
＋（修繕コスト＋更新

コスト＋改修コスト）

×１（回） 
＋保全コスト×（年数）

（回） 
＋解体処理コスト×１回 

＝建築コスト×１（回） 
＋運用コスト×（年数）

（回） 
＋保全コスト×（年数）

（回） 
＋解体処理コスト×１回 

 

これらの条件に基づいて、シナリオごとに LCC を算出する。 

  

 
5青森県ライフサイクルコスト試算手法 及び施設評価手法開発業務 報告書 https://www.mlit.go.jp/common/001102408.pdf 

上記報告書に記載のパターン A を参考にし、40 年を寿命、30 年を長寿命化の結果として仮定した。 
6過去の改修実施回数（１回と２回以上）による改修費の違いに基づいて算出。改修費については中央値を用いて算出していることから、中

央値どうしを比較した。 
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3.2.2.各コストの推定方法 

 上述したコストについて、表 3-61 のとおり試算する。 

表 3-61 ライフサイクルコストの算出 

コスト種別 
※X:延床面積（㎡） 

算出式 

建築コスト Y1 
（円） 

Y1＝483,575×Ｘ（円） 

運用コスト Y2 
（円／年） 

Y2=建築からの経過年数による係数×Ｘ 
※建築からの経過年数による係数は表 3-50 に記載 

保全コスト Y3 
（円／年） 

Y3=建築からの経過年数による係数×Ｘ 
※建築からの経過年数による係数は表 3-51 に記載 

解体処理コスト Y4 
（円） 

Y4＝90,563×Ｘ（円） 

ライフサイクルコスト LCC 
（円） 

LCC = Y1 + Y2 + Y3 + Y4 
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3.2.3.試算結果の概略 

以下では、延床面積 800 ㎡の場合の試算結果を記載する。 

シナリオ１から３において、長寿命化で計画的に保全を行うシナリオ２の LCC が最も小さ

くなった。次いで 41 年目以降に修繕・更新・改修を割高なコストで行うシナリオ３となり、

築 40 年で建て替えるシナリオ１の LCC が最も高い結果となった。各シナリオの詳細につい

ては次ページ以降にそれぞれ記載する。 

これらの試算結果より、長寿命化することにより、LCC を低減させることが可能であるこ

とがいえる。 

表 3-62 ３シナリオの 70 年間の LCC の比較 

 LCC 合計 
（70 年分）（円） 

１年あたりの LCC
（円） 

シナリオ１ 1,360,654,917  19,437,927  

シナリオ２ 1,007,285,646  14,389,795  

シナリオ３ 1,161,431,061  16,591,872  
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3.2.4.各シナリオの詳細 

a. シナリオ１ 

シナリオ１に関して、70 年間の LCC を構成するコストの内訳（表 3-63）を示す。 

その内訳として、建築以降、現在（30 年目）までのコストの内訳（表 3-64、表 3-65、表 

3-66）、今後建て替えまでの期間（31 年目～40 年目）のコストの内訳（表 3-67、表 3-68、表 

3-69）、建て替えた後の期間（41 年目～70 年目）のコストの内訳（表 3-70、表 3-71、表 3-72）

を示す。 

 

表 3-63 70 年間の LCC の構成コストの詳細 

 ライフサイクル全体

でのコスト 
LCC 全体に

占める割合 
（参考）1 年あたり

コスト 

建築コスト（円） 773,720,000  56.9% 11,053,143  

運用コスト（円） 437,064,833  32.1% 6,243,783  

保全コスト（円） 77,419,683  5.7% 1,105,995  

解体処理コスト（円） 72,450,400  5.3% 1,035,006  
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現在（30 年目時点）までのコスト 

表 3-64 建築コスト（現在まで） 

 1 ㎡あたり（円） 1 回あたり（円） 合計（円） 

建築コスト（円） 483,575  386,860,000  386,860,000  

 

表 3-65 運用コスト内訳（現在まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 8,998  7,198,257  143,965,142  

21 年目から 30 年目 6,214  4,971,152  49,711,517  

31 年目から 40 年目 6,214  4,971,152  0  
41 年目以降 5,677  4,541,299  0  
 

表 3-66 保全コスト内訳（現在まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 1,412  1,129,347  22,586,939  

21 年目から 30 年目 1,344  1,074,860  10,748,602  

31 年目から 40 年目 1,344  1,074,860  0  
41 年目以降 14,412 11,529,455 0  
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今後のコスト 

建て替え（40 年目）まで 

表 3-67 運用コスト内訳（建て替えまで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 8,998  7,198,257  0  

21 年目から 30 年目 6,214  4,971,152  0  

31 年目から 40 年目 6,214  4,971,152  49,711,517  
41 年目以降 5,677  4,541,299  0  
 

表 3-68 保全コスト内訳（建て替えまで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 1,412  1,129,347  0  

21 年目から 30 年目 1,344  1,074,860  0  

31 年目から 40 年目 1,344  1,074,860  10,748,602  
41 年目以降 14,412 11,529,455 0  

 

表 3-69 解体処理コスト（建て替えまで） 

 1 ㎡あたり（円） 1 回あたり（円） 合計（円） 

解体処理コスト（円） 90,563  72,450,400  72,450,400  
 

 

  



64 

 

建て替え（41 年目）後 

表 3-70 建築コスト（建て替え後） 

 1 ㎡あたり（円） 1 回あたり（円） 合計（円） 

建築コスト（円） 483,575  386,860,000  386,860,000  

 

表 3-71 運用コスト内訳（建て替え後） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 8,998  7,198,257  143,965,142  

21 年目から 30 年目 6,214  4,971,152  49,711,517  

31 年目から 40 年目 6,214  4,971,152  0  
41 年目から 60 年目 5,677  4,541,299  0  

61 年目以降 4,351  3,480,412  0  
 

表 3-72 保全コスト内訳（建て替え後） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 1,412  1,129,347  22,586,939  

21 年目から 30 年目 1,344  1,074,860  10,748,602  

31 年目から 40 年目 1,344  1,074,860  0  
41 年目から 60 年目 14,412  11,529,455  0  

61 年目以降 7,304  5,842,914  0  
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b. シナリオ２ 

シナリオ２に関して、70 年間の LCC を構成するコストの内訳（表 3-73）を示す。 

その内訳として、建築以降、現在（30 年目）までのコストの内訳（表 3-74、表 3-75、表 

3-76）、今後の期間（31 年目～70 年目）のコストの内訳（表 3-77、表 3-78、表 3-79）を示す。 

 

表 3-73 70 年間の LCC の構成コストの詳細 
 

ライフサイクル全体

でのコスト 
LCC 全体に

占める割合 
（参考）1 年あたり

コスト 

建築コスト（円） 386,860,000  38.4% 5,526,571  

運用コスト（円） 369,018,282  36.6% 5,271,690  

保全コスト（円） 178,956,964  17.8% 2,556,528  

解体処理コスト（円） 72,450,400  7.2% 1,035,006  
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現在（30 年時点）までのコスト 

表 3-74 建築コスト（現在まで） 

 1 ㎡あたり（円） 1 回あたり（円） 合計（円） 

建築コスト（円） 483,575  386,860,000  386,860,000  

 

表 3-75 運用コスト内訳（現在まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 8,998  7,198,257  143,965,142  

21 年目から 30 年目 6,214  4,971,152  49,711,517  

31 年目から 40 年目 6,214  4,971,152  0  
41 年目から 60 年目 5,677  4,541,299  0  
 

表 3-76 保全コスト内訳（現在まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 1,412  1,129,347  22,586,939  

21 年目から 30 年目 1,344  1,074,860  10,748,602  

31 年目から 40 年目 1,344  1,074,860  0  
41 年目から 60 年目 14,412  11,529,455  0  
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今後のコスト（31 年目～70 年目） 

表 3-77 運用コスト内訳（今後 70 年目まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 8,998  7,198,257  0  

21 年目から 30 年目 6,214  4,971,152  0  

31 年目から 40 年目 6,214  4,971,152  49,711,517  
41 年目から 60 年目 5,677  4,541,299  90,825,983  

61 年目以降 4,351  3,480,412  34,804,124  
 

表 3-78 保全コスト内訳（今後 70 年目まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 4,556  3,644,539  0  

21 年目から 30 年目 3,714  2,971,265  0  

31 年目から 40 年目 3,714  2,971,265  99,005,578  
41 年目から 60 年目 2,324  1,859,589  37,191,790  

61 年目以降 1,178  942,405  9,424,055  

 

表 3-79 解体処理コスト（今後 70 年目まで） 

 1 ㎡あたり（円） 1 回あたり（円） 合計（円） 

解体処理コスト（円） 90,563  72,450,400  72,450,400  
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c. シナリオ３ 

シナリオ３に関して、70 年間の LCC を構成するコストの内訳（表 3-80）を示す。 

その内訳として、建築以降、現在（30 年目）までのコストの内訳（表 3-81、表 3-82、表 

3-83）、今後の期間（31 年目～70 年目）のコストの内訳（表 3-84、表 3-85、表 3-86）を示す。 

 

表 3-80 70 年間の LCC の構成コストの詳細 
 

ライフサイクル全体での

コスト 
LCC 全体に

占める割合 
（参考）1 年あたり

コスト 

建築コスト（円） 386,860,000  33.3% 5,526,571  

運用コスト（円） 369,018,282  31.8% 5,271,690  

保全コスト（円） 333,102,379 28.7% 4,758,605  

解体処理コスト（円） 72,450,400  6.2% 1,035,006  
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現在（30 年時点）までのコスト 

表 3-81 建築コスト（現在まで） 

 1 ㎡あたり（円） 1 回あたり（円） 合計（円） 

建築コスト（円） 483,575  386,860,000  386,860,000  

 

表 3-82 運用コスト内訳（現在まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 8,998  7,198,257  143,965,142  

21 年目から 30 年目 6,214  4,971,152  49,711,517  

31 年目から 40 年目 6,214  4,971,152  0  
41 年目以降 5,677  4,541,299  0  
 

表 3-83 保全コスト内訳（現在まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 1,412  1,129,347  22,586,939  

21 年目から 30 年目 1,344  1,074,860  10,748,602  

31 年目から 40 年目 1,344  1,074,860  0  
41 年目以降 14,412  11,529,455  0  
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今後のコスト（31 年目～70 年目） 

表 3-84 運用コスト内訳（今後 70 年目まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 8,998  7,198,257  0  

21 年目から 30 年目 6,214  4,971,152  0  

31 年目から 40 年目 6,214  4,971,152  49,711,517  
41 年目から 60 年目 5,677  4,541,299  90,825,983  

61 年目以降 4,351  3,480,412  34,804,124  
 

表 3-85 保全コスト内訳（今後 70 年目まで） 

築年数（年） 1 ㎡あたり（円） 1 年あたり（円） 合計（円） 

1 年目から 20 年目 1,412  1,129,347  0  

21 年目から 30 年目 1,344  1,074,860  0  

31 年目から 40 年目 1,344  1,074,860  10,748,602  

41 年目から 60 年目 14,412  11,529,455  230,589,095  

61 年目以降 7,304  5,842,914  58,429,141  

 

表 3-86 解体処理コスト（今後 70 年目まで） 

 1 ㎡あたり（円） 1 回あたり（円） 合計（円） 

解体処理コスト（円） 90,563  72,450,400  72,450,400  
 

 

3.3.1.試算シートの作成 

上記調査により明らかになった情報を用いて、自治体における特定の建物に関する LCC を試算

する際に活用できるシートを作成した。同シートにおいては、延床面積（㎡）、現在の経過年数

（年）を任意にすることで、上述したシナリオ１、シナリオ２、シナリオ３のそれぞれの LCC を

比較することができる。7 

  

 
7 なお、60 年以上経過している建物については、基本的に建て替えが推奨されることから、同試算においては、シナリオ１の LCC 試算の対

象となる建築年数の上限を 59 年と設定した。 
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4 まとめ 

上述した試算結果よりインフラ長寿命化にあたり検討することが望ましいと考えられる事項や長

寿命化を含む運用の実施の際に検討すべき事項を考察する。 

 

4.1 インフラ長寿命化のために望ましいこと 

上述した試算結果により、施設に関する長寿命化を図ることにより LCC の低減を図ることがで

きることが明らかになった。したがって、コストの低減を図る観点からも長寿命化を実施するこ

とが望ましいことが示された。 

建築から一定年数が経過し、その間特段の修繕等を実施していない施設であっても、修繕等に

着手することでコスト低減効果が見込まれることが示された。したがって、自治体内に存在する

施設に関して、今後も継続して利用の予定があるにも関わらず修繕等の実績がない場合には、早

い段階で修繕等の計画を策定し、実施することがコスト削減の観点からも望ましい。 

また、本調査の試算結果は、建築以降 30 年間修繕等を実施せず、その後にあらためて長寿命化

を図るという仮定のもとで算出したものである。したがって、建築後すぐに修繕等を実施するこ

とによりさらに高いコスト低減効果が見込まれる。そのため、今後建築を予定する施設について

はあらかじめ修繕等を盛り込んだ計画を策定することがコスト削減の観点からも重要である。 

 

4.2 インフラ長寿命化のために、運用・保全時に実施するのが望ましいこと 

運用・保全時を実施するうえで、運用や保全を行った履歴やその時の予算・実支出等のデータ

を残し、いつでも参照できるようにしておくことが求められる。今回の試算で明らかになったよ

うに、建物の経年劣化により運用や保全にかかる各種コストが増加することが考えられ、予算な

どの策定においてもこうした経年変化の影響を織り込むことが必要となる。さらには、データの

変化を見る中で明らかにこれまでと異なる傾向がある場合には、隠れた故障等が存在することが

あるため、大きな影響を及ぼす前に事前に保全を施すことが可能となる場合がある。 

また、今回の試算では取り入れていないが、故障等に都度対応するという方法をとった場合、

対応期間中は施設の提供ができなくなる可能性があり、そうした損失を考慮すると、故障前に定

期的に対応を行うことの効用はさらに大きなものとなる。したがって、運用・保全時に実施する

こととして、故障が発生する前に修繕等により対応することが望ましいと考えられる。 
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付録１ アンケート調査票 
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付録２ アンケート単純集計結果 

【基本情報】 

表 1 施設種別ごとの施設数の総数及び延床面積（問２） 

  施設数（施設数） 施設の延床面積（㎡） 

施設種別 
施設数の 

合計 

回答のあ

った自治

体数 

１自治体

あたりの

施設数の

平均 

全国合計 

面積 

１自治体

あたりの

延床面積

の平均 

１施設当

たりの延

床面積の

平均 

1 通所介護を実施する施設 432  148  2.9  376,989  2,547  873  

2 
通所リハビリテーションを

実施する施設 
13  10  1.3  26,866  2,687  2,067  

3 
短期入所生活介護を実施す

る施設 
23  12  1.9  42,868  3,572  1,864  

4 
短期入所療養介護を実施す

る施設 
4  4  1.0  2,054  514  514  

5 
特定施設入居者生活介護を

実施する施設 
2  2  1.0  3,011  1,506  1,506  

6 
地域密着型通所介護を実施

する施設 
43  27  1.6  37,598  1,393  874  

7 
認知症対応型通所介護を実

施する施設 
20  9  2.2  7,572  841  379  

8 
小規模多機能型居宅介護を

実施する施設 
17  10  1.7  6,229  623  366  

9 
認知症対応型共同生活介護

を実施する施設 
18  11  1.6  11,120  1,011  618  

10 
地域密着型特定施設入居者

生活介護を実施する施設 
1  1  1.0  679  679  679  

11 
地域密着型介護老人福祉施

設入所者生活介護を実施す

る施設 

4  3  1.3  9,177  3,059  2,294  

12 
看護小規模多機能型居宅介

護を実施する施設 
1  1  1.0  0  0  0  

13 
介護予防通所リハビリテー

ションを実施する施設 
3  3  1.0  2,054  685  685  

14 
介護予防短期入所生活介護

を実施する施設 
6  4  1.5  16,834  4,209  2,806  

15 
介護予防短期入所療養介護

を実施する施設 
4  4  1.0  2,054  514  514  
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（前ページの続き） 

  

  施設数（施設数） 施設の延床面積（㎡） 

施設種別 
施設数の 

合計 

回答のあ

った自治

体数 

１自治体

あたりの

施設数の

平均 

全国合計 

面積 

１自治体

あたりの

延床面積

の平均 

１施設当

たりの延

床面積の

平均 

16 
介護予防特定施設入居者生

活介護を実施する施設 
1  1  1.0  1,320  1,320  1,320  

17 
介護予防認知症対応型通所

介護を実施する施設 
5  2  2.5  3,037  1,519  607  

18 
介護予防小規模多機能型居

宅介護を実施する施設 
2  2  1.0  777  389  389  

19 
介護予防認知症対応型共同

生活介護を実施する施設 
2  2  1.0  1,648  824  824  

20 
第一号通所事業を実施する

施設 
32  12  2.7  18,080  1,507  565  

21 介護老人福祉施設 132  67  2.0  599,576  8,949  4,542  

22 介護老人保健施設 38  38  1.0  154,906  4,076  4,076  

23 介護療養型医療施設 4  4  1.0  4,413  1,103  1,103  

24 介護医療院 1  1  1.0  7,344  7,344  7,344  

25 有料老人ホーム 1  1  1.0  11,114  11,114  11,114  

26 軽費老人ホーム 17  15  1.1  43,904  2,927  2,583  

27 養護老人ホーム 96  86  1.1  275,002  3,198  2,865  

28 その他 55  21  2.6  802,013  38,191  14,582  

合計 581  241  2.4  526,217  2,183  906  
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表 2  個別施設計画を策定している自治体における施設種別施設数及び延床面積（問２） 

  個別施設計画が策定された自治体 

施設種別 

施設数（施設数） 施設の延床面積（㎡） 

施設数の 

合計 

回答のあ

った自治

体数 

１自治体

あたりの

施設数の

平均 

全国合計 

面積 

回答のあ

った１自

治体あた

りの延床

面積の平

均 

１施設当

たりの延

床面積の

平均 

1 通所介護を実施する施設 314  115  2.7  304,490  2,648  970  

2 
通所リハビリテーションを

実施する施設 
9  6  1.5  7,262  1,210  807  

3 
短期入所生活介護を実施す

る施設 
14  8  1.8  37,660  4,708  2,690  

4 
短期入所療養介護を実施す

る施設 
2  2  1.0  0  0  0  

5 
特定施設入居者生活介護を

実施する施設 
1  1  1.0  1,320  1,320  1,320  

6 
地域密着型通所介護を実施

する施設 
22  16  1.4  25,454  1,591  1,157  

7 
認知症対応型通所介護を実

施する施設 
13  5  2.6  4,787  957  368  

8 
小規模多機能型居宅介護を

実施する施設 
15  8  1.9  5,271  659  351  

9 
認知症対応型共同生活介護

を実施する施設 
14  7  2.0  8,193  1,170  585  

10 
地域密着型特定施設入居者

生活介護を実施する施設 
1  1  1.0  679  679  679  

11 
地域密着型介護老人福祉施

設入所者生活介護を実施す

る施設 

3  2  1.5  6,989  3,495  2,330  

12 
看護小規模多機能型居宅介

護を実施する施設 
1  1  1.0  0  0  0  

13 
介護予防通所リハビリテー

ションを実施する施設 
2  2  1.0  0  0  0  

14 
介護予防短期入所生活介護

を実施する施設 
6  4  1.5  16,833  4,208  2,806  

15 
介護予防短期入所療養介護

を実施する施設 
2  2  1.0  0  0  0  
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  個別施設計画が策定された自治体 

施設種別 

施設数（施設数） 施設の延床面積（㎡） 

施設数の 

合計 

回答のあ

った自治

体数 

１自治体

あたりの

施設数の

平均 

全国合計 

面積 

回答のあ

った１自

治体あた

りの延床

面積の平

均 

１施設当

たりの延

床面積の

平均 

16 
介護予防特定施設入居者生

活介護を実施する施設 
1  1  1.0  1,320  1,320  1,320  

17 
介護予防認知症対応型通所

介護を実施する施設 
3  1  3.0  3,037  3,037  1,012  

18 
介護予防小規模多機能型居

宅介護を実施する施設 
1  1  1.0  777  777  777  

19 
介護予防認知症対応型共同

生活介護を実施する施設 
1  1  1.0  381  381  381  

20 
第一号通所事業を実施する

施設 
23  9  2.6  11,324  1,258  492  

21 介護老人福祉施設 100  51  2.0  486,193  9,533  4,862  

22 介護老人保健施設 27  26  1.0  109,800  4,223  4,067  

23 介護療養型医療施設 2  2  1.0  2,359  1,180  1,180  

24 介護医療院 0  0  - 0  - - 

25 有料老人ホーム 1  1  1.0  11,114  11,114  11,114  

26 軽費老人ホーム 15  13  1.2  39,084  3,006  2,606  

27 養護老人ホーム 75  64  1.2  205,178  3,206  2,736  

28 その他 37  14  2.6  783,407  55,958  21,173  

合計 411  174  2.4  402,105  2,311  978  
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表 3 回答のあった施設のうち個別施設計画を定めている施設の割合（問２） 

  個別施設計画を定めた場合の値÷総数の割合 

施設種別 

施設数（施設数） 施設の延床面積（㎡） 

施設数の 

合計 

回答のあ

った自治

体数 

１自治体

あたりの

施設数の

平均 

全国合計 

面積 

回答のあ

った１自

治体あた

りの延床

面積の平

均 

１施設当

たりの延

床面積の

平均 

1 通所介護を実施する施設 72.7% 77.7% 93.5% 80.8% 103.9% 111.1% 

2 
通所リハビリテーションを

実施する施設 
69.2% 60.0% 115.4% 27.0% 45.1% 39.0% 

3 
短期入所生活介護を実施す

る施設 
60.9% 66.7% 91.3% 87.9% 131.8% 144.3% 

4 
短期入所療養介護を実施す

る施設 
50.0% 50.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

5 
特定施設入居者生活介護を

実施する施設 
50.0% 50.0% 100.0% 43.8% 87.7% 87.7% 

6 
地域密着型通所介護を実施

する施設 
51.2% 59.3% 86.3% 67.7% 114.2% 132.3% 

7 
認知症対応型通所介護を実

施する施設 
65.0% 55.6% 117.0% 63.2% 113.8% 97.3% 

8 
小規模多機能型居宅介護を

実施する施設 
88.2% 80.0% 110.3% 84.6% 105.8% 95.9% 

9 
認知症対応型共同生活介護

を実施する施設 
77.8% 63.6% 122.2% 73.7% 115.8% 94.7% 

10 
地域密着型特定施設入居者

生活介護を実施する施設 
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

11 
地域密着型介護老人福祉施

設入所者生活介護を実施す

る施設 

75.0% 66.7% 112.5% 76.2% 114.2% 101.5% 

12 
看護小規模多機能型居宅介

護を実施する施設 
100.0% 100.0% 100.0% - - - 

13 
介護予防通所リハビリテー

ションを実施する施設 
66.7% 66.7% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

14 
介護予防短期入所生活介護

を実施する施設 
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

15 
介護予防短期入所療養介護

を実施する施設 
50.0% 50.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

  



93 

 

（前ページの続き） 

 

  

  個別施設計画を定めた場合の値÷総数の割合 

施設種別 

施設数 施設の延床面積 

施設数の 

合計 

回答のあ

った自治

体数 

１自治体

あたりの

施設数の

平均 

全国合計 

面積 

回答のあ

った１自

治体あた

りの延床

面積の平

均 

１施設当

たりの延

床面積の

平均 

16 
介護予防特定施設入居者生

活介護を実施する施設 
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

17 
介護予防認知症対応型通所

介護を実施する施設 
60.0% 50.0% 120.0% 100.0% 200.0% 166.7% 

18 
介護予防小規模多機能型居

宅介護を実施する施設 
50.0% 50.0% 100.0% 100.0% 200.0% 200.0% 

19 
介護予防認知症対応型共同

生活介護を実施する施設 
50.0% 50.0% 100.0% 23.1% 46.2% 46.2% 

20 
第一号通所事業を実施する

施設 
71.9% 75.0% 95.8% 62.6% 83.5% 87.1% 

21 介護老人福祉施設 75.8% 76.1% 99.5% 81.1% 106.5% 107.0% 

22 介護老人保健施設 71.1% 68.4% 103.8% 70.9% 103.6% 99.8% 

23 介護療養型医療施設 50.0% 50.0% 100.0% 53.5% 106.9% 106.9% 

24 介護医療院 0.0% 0.0% - 0.0% - - 

25 有料老人ホーム 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

26 軽費老人ホーム 88.2% 86.7% 101.8% 89.0% 102.7% 100.9% 

27 養護老人ホーム 78.1% 74.4% 105.0% 74.6% 100.3% 95.5% 

28 その他 67.3% 66.7% 100.9% 97.7% 146.5% 145.2% 

合計 70.7% 72.2% - 76.4% - - 
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【単純集計】 

以下、最も古い（建築年が古い）施設を「最も古い施設」、最も近年に改修又は更新を

実施した施設を「最も新しい施設」と記載する。 

＜１＞ 入所系・通所系施設別、最も古い及び新しい施設の内訳 

（１）建物諸元 

表 4 対象施設の建築年度 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 4-1） 
最も新しい施設 
（問 20-1） 

最も古い施設 
（問 36-1） 

最も新しい施設 
（問 52-1） 

有効回答数 120 71 124 66 
平均値（年度） 1991 1992 1993 1995 

 

表 5 個別施設計画の策定年度 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 5-1） 
最も新しい施設 
（問 21-1） 

最も古い施設 
（問 37-1） 

最も新しい施設 
（問 53-1） 

有効回答数 83 54 90 48 
平均値（年度） 2018 2019 2019 2019 

 

表 6 個別施設計画の初年度 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 5-2） 
最も新しい施設 
（問 21-2） 

最も古い施設 
（問 37-2） 

最も新しい施設 
（問 53-2） 

有効回答数 81 53 88 47 
平均値（年度） 2018 2019 2019 2019 

 

表 7 個別施設計画の最終年度 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 5-3） 
最も新しい施設 
（問 21-3） 

最も古い施設 
（問 37-3） 

最も新しい施設 
（問 53-3） 

有効回答数 74 49 80 43 
平均値（年度） 2032 2032 2034 2033 
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表 8 施設の構造（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 6-1） 
最も新しい施設 
（問 22-1） 

最も古い施設 
（問 38-1） 

最も新しい施設 
（問 54-1） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

RC 造 
（鉄筋コンクリート構造） 

106 89.8% 63 86.3% 94 74.6% 42 60.9% 

S 造 
（鉄骨構造） 

7 5.9% 6 8.2% 18 14.3% 18 26.1% 

SRC 造 
（鉄骨鉄筋コンクリート

造） 
2 1.7% 1 1.4% 10 7.9% 6 8.7% 

木造構造 3 2.5% 3 4.1% 4 3.2% 3 4.3% 

有効回答数 118 100.0% 73 100.0% 126 100.0% 69 100.0% 

 

表 9 施設の階数（地上階） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 6-2） 
最も新しい施設 
（問 22-2） 

最も古い施設 
（問 38-2） 

最も新しい施設 
（問 54-2） 

有効回答数 117 71 125 68 
平均値（階建） 2.4 2.5 1.8 1.9 

 

表 10 施設の階数（地下階） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 6-2） 
最も新しい施設 
（問 22-2） 

最も古い施設 
（問 38-2） 

最も新しい施設 
（問 54-2） 

有効回答数 18 11 16 5 
平均値（階建） 1.1 1.1 1.0 1.0 

 

表 11 施設の延床面積 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 7-1） 
最も新しい施設 
（問 23-1） 

最も古い施設 
（問 39-1） 

最も新しい施設 
（問 55-1） 

有効回答数 120 71 127 67 
平均値（㎡） 3,569 3,595 2,006 1,213 
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表 12 施設の耐震化状況（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 8-1） 
最も新しい施設 
（問 24-1） 

最も古い施設 
（問 40-1） 

最も新しい施設 
（問 56-1） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

実施済み 22 23.7% 22 52.4% 14 14.7% 8 14.5% 
未実施 
（今後実施予定無） 

13 14.0% 13 31.0% 6 6.3% 7 12.7% 

対象外 58 62.4% 7 16.7% 75 78.9% 40 72.7% 

有効回答数 93 100.0% 42 100.0% 95 100.0% 55 100.0% 
 

表 13 建設当初の耐用（利用）予定年数 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 9-1） 
最も新しい施設 
（問 25-1） 

最も古い施設 
（問 41-1） 

最も新しい施設 
（問 57-1） 

有効回答数 70 39 77 37 
平均値（年） 49.5 50.5 49.7 49.0 

 

表 14 現時点での今後の利用予定年数 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 9-2） 
最も新しい施設 
（問 25-2） 

最も古い施設 
（問 41-2） 

最も新しい施設 
（問 57-2） 

有効回答数 65 34 66 34 
平均値（年） 26.8 25.8 26.7 31.4 

 

表 15 施設の譲渡予定の有無（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 10-1） 
最も新しい施設 
（問 26-1） 

最も古い施設 
（問 42-1） 

最も新しい施設 
（問 58-1） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

有 14 12.0% 12 17.4% 10 8.0% 6 9.2% 
無 103 88.0% 57 82.6% 115 92.0% 59 90.8% 

有効回答数 117 100.0% 69 100.0% 125 100.0% 65 100.0% 
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表 16 譲渡有の場合の譲渡年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 10-2） 
最も新しい施設 
（問 26-2） 

最も古い施設 
（問 42-2） 

最も新しい施設 
（問 58-2） 

有効回答数 11 9 7 4 
平均値（年度） 2021 2020 2021 2023 

 

表 17 全壊や半壊状態からの再建の有無（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 11-1） 
最も新しい施設 
（問 27-1） 

最も古い施設 
（問 43-1） 

最も新しい施設 
（問 59-1） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

有 0 0.0% 0 0.0% 2 1.6% 1 1.5% 
無 119 100.0% 71 100.0% 124 98.4% 66 98.5% 

有効回答数 110 100.0% 71 100.0% 126 100.0% 67 100.0% 
 

 

（２）計画 

表 18 運用コストに係る解体までの期間の費用見通し算出の有無（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 12-1A） 
最も新しい施設 
（問 28-1A） 

最も古い施設 
（問 44-1A） 

最も新しい施設 
（問 60-1A） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

有 6 5.2% 2 2.8% 4 3.3% 2 3.0% 
無 109 94.8% 69 97.2% 119 96.7% 65 97.0% 

有効回答数 115 100.0% 71 100.0% 123 100.0% 67 100.0% 
 

表 19 保全コストに係る解体までの期間の費用見通し算出の有無（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 12-1B） 
最も新しい施設 
（問 28-1B） 

最も古い施設 
（問 44-1B） 

最も新しい施設 
（問 60-1B） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

有 14 12.2% 9 12.7% 18 14.6% 9 13.4% 
無 101 87.8% 62 87.3% 105 85.4% 58 86.6% 

有効回答数 115 100.0% 71 100.0% 123 100.0% 67 100.0% 



98 

 

 

表 20 運用コストに係る令和２年度の予算化の有無（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 12-2A） 
最も新しい施設 
（問 28-2A） 

最も古い施設 
（問 44-2A） 

最も新しい施設 
（問 60-2A） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

有 22 19.1% 17 23.9% 15 12.4% 11 16.7% 
無 93 80.9% 54 76.1% 106 87.6% 55 83.3% 

有効回答数 115 100.0% 71 100.0% 121 100.0% 66 100.0% 
 

表 21 保全コストに係る令和２年度の予算化の有無（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 12-2B） 
最も新しい施設 
（問 28-2B） 

最も古い施設 
（問 44-2B） 

最も新しい施設 
（問 60-2B） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

有 25 21.7% 21 29.6% 18 14.9% 11 16.7% 
無 90 78.3% 50 70.4% 103 85.1% 55 83.3% 

有効回答数 115 100.0% 71 100.0% 121 100.0% 66 100.0% 
 

 

(３)実績 

表 22 建築コスト（合計） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 13-1） 
最も新しい施設 
（問 29-1） 

最も古い施設 
（問 45-1） 

最も新しい施設 
（問 61-1） 

有効回答数 82 47 74 40 
平均値（円） 1,469,093,824 1,226,014,202 474,522,695 485,682,662 

 

表 23 設計コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 13-2） 
最も新しい施設 
（問 29-2） 

最も古い施設 
（問 45-2） 

最も新しい施設 
（問 61-2） 

有効回答数 37 21 26 10 
平均値（円） 50,146,823 61,452,419 47,687,975 46,066,080 
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表 24 新築コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 13-3） 
最も新しい施設 
（問 29-3） 

最も古い施設 
（問 45-3） 

最も新しい施設 
（問 61-3） 

有効回答数 76 41 62 34 
平均値（円） 1,472,217,239 1,252,222,586 458,817,958 505,145,764 

 

表 25 工事監理コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 13-4） 
最も新しい施設 
（問 29-4） 

最も古い施設 
（問 45-4） 

最も新しい施設 
（問 61-4） 

有効回答数 22 14 17 6 
平均値（円） 42,282,010 18,612,776 18,316,967 31,185,558 

 

表 26 その他 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 13-5） 
最も新しい施設 
（問 29-5） 

最も古い施設 
（問 45-5） 

最も新しい施設 
（問 61-5） 

有効回答数 19 11 15 10 
平均値（円） 202,717,907 132,341,121 175,964,776 131,849,937 

 

 

（４）現状 

表 27 直近１年間の運用コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-1A） 
最も新しい施設 
（問 30-1A） 

最も古い施設 
（問 46-1A） 

最も新しい施設 
（問 62-1A） 

有効回答数 87 50 80 48 
平均値（円） 48,333,829 74,233,870 10,594,863 13,161,513 
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表 28 運用コストの合計金額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-1B） 
最も新しい施設 
（問 30-1B） 

最も古い施設 
（問 46-1B） 

最も新しい施設 
（問 62-1B） 

有効回答数 5 4 4 3 
平均値（円） 74,706,952 325,817,147 51,108,023 117,644,274 

 

表 29 直近１年間の光熱水コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-2A） 
最も新しい施設 
（問 30-2A） 

最も古い施設 
（問 46-2A） 

最も新しい施設 
（問 62-2A） 

有効回答数 86 47 80 46 
平均値（円） 15,627,868 15,153,166 3,820,134 4,082,440 

 

表 30 光熱水コストの合計金額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-2B） 
最も新しい施設 
（問 30-2B） 

最も古い施設 
（問 46-2B） 

最も新しい施設 
（問 62-2B） 

有効回答数 5 4 4 2 
平均値（円） 73,998,168 47,508,297 8,409,990 9,681,245 

 

表 31 直近１年間のその他（税金等）の額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-3A） 
最も新しい施設 
（問 30-3A） 

最も古い施設 
（問 46-3A） 

最も新しい施設 
（問 62-3A） 

有効回答数 30 21 33 23 
平均値（円） 100,593,637 142,833,081 16,423,587 19,302,626 

 

表 32 その他（税金等）の合計金額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-3B） 
最も新しい施設 
（問 30-3B） 

最も古い施設 
（問 46-3B） 

最も新しい施設 
（問 62-3B） 

有効回答数 1 1 2 2 
平均値（円） 3,543,922 1,113,235,397 85,396,067 166,785,167 
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表 33 直近１年間の保全コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-4A） 
最も新しい施設 
（問 30-4A） 

最も古い施設 
（問 46-4A） 

最も新しい施設 
（問 62-4A） 

有効回答数 94 57 84 53 
平均値（円） 25,140,051 25,776,332 4,055,639 10,630,686 

 

表 34 保全コストの合計金額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-4B） 
最も新しい施設 
（問 30-4B） 

最も古い施設 
（問 46-4B） 

最も新しい施設 
（問 62-4B） 

有効回答数 13 12 8 8 
平均値（円） 413,177,248 271,774,197 13,227,064 269,641,701 

 

表 35 直近１年間の維持管理コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-5A） 
最も新しい施設 
（問 30-5A） 

最も古い施設 
（問 46-5A） 

最も新しい施設 
（問 62-5A） 

有効回答数 85 45 67 43 
平均値（円） 16,430,118 18,911,733 2,808,910 8,466,086 

 

表 36 維持管理コストの合計金額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-5B） 
最も新しい施設 
（問 30-5B） 

最も古い施設 
（問 46-5B） 

最も新しい施設 
（問 62-5B） 

有効回答数 6 4 4 2 
平均値（円） 155,924,022 12,869,804 4,915,463 5,836,300 

 

表 37 直近１年間の修繕等コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-6A） 
最も新しい施設 
（問 30-6A） 

最も古い施設 
（問 46-6A） 

最も新しい施設 
（問 62-6A） 

有効回答数 86 52 75 49 
平均値（円） 9,404,441 10,609,802 1,754,098 3,816,000 
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表 38 修繕等コストの合計金額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-6B） 
最も新しい施設 
（問 30-6B） 

最も古い施設 
（問 46-6B） 

最も新しい施設 
（問 62-6B） 

有効回答数 13 12 8 8 
平均値（円） 341,212,314 267,451,580 9,733,991 268,182,626 

 

表 39 直近１年間のその他の額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-7A） 
最も新しい施設 
（問 30-7A） 

最も古い施設 
（問 46-7A） 

最も新しい施設 
（問 62-7A） 

有効回答数 10 7 11 6 
平均値（円） 15,673,509 8,861,418 1,901,763 2,066,778 

 

表 40 その他の合計金額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 14-7B） 
最も新しい施設 
（問 30-7B） 

最も古い施設 
（問 46-7B） 

最も新しい施設 
（問 62-7B） 

有効回答数 0  1 2 0 
平均値（円） - 392,180 4,141,366 - 

 

 

修繕費に関して 

表 41 建設からこれまでの修繕実施回数 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-1） 
最も新しい施設 
（問 31-1） 

最も古い施設 
（問 47-1） 

最も新しい施設 
（問 63-1） 

有効回答数 32 14 27 20 
平均値（回） 14.6 15.6 13.9 10.3 
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表 42 直近（１回前）の修繕実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-2） 
最も新しい施設 
（問 31-2） 

最も古い施設 
（問 47-2） 

最も新しい施設 
（問 63-2） 

有効回答数 81 48 72 48 
平均値（年度） 2019 2019 2018 2018 

 

表 43 前回（２回前）の修繕実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-3） 
最も新しい施設 
（問 31-3） 

最も古い施設 
（問 47-3） 

最も新しい施設 
（問 63-3） 

有効回答数 69 40 58 38 
平均値（年度） 2018 2018 2017 2017 

 

表 44 前々回（３回前）の修繕実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-4） 
最も新しい施設 
（問 31-4） 

最も古い施設 
（問 47-4） 

最も新しい施設 
（問 63-4） 

有効回答数 66 37 51 34 
平均値（年度） 2017 2017 2017 2017 

 

表 45 前々々回（４回前）の修繕実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-5） 
最も新しい施設 
（問 31-5） 

最も古い施設 
（問 47-5） 

最も新しい施設 
（問 63-5） 

有効回答数 61 34 45 29 
平均値（年度） 2016 2016 2016 2016 

 

表 46 次回修繕実施（予定）年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-6） 
最も新しい施設 
（問 31-6） 

最も古い施設 
（問 47-6） 

最も新しい施設 
（問 63-6） 

有効回答数 49 26 39 22 
平均値（年度） 2020 2020 2021 2020 
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表 47 建設から現在の全期間の修繕実施周期 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-7） 
最も新しい施設 
（問 31-7） 

最も古い施設 
（問 47-7） 

最も新しい施設 
（問 63-7） 

有効回答数 38 21 30 19 
平均値（年） 4.2 4.9 7.3 6.8 

 

表 48 これまでの総修繕費用額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-8） 
最も新しい施設 
（問 31-8） 

最も古い施設 
（問 47-8） 

最も新しい施設 
（問 63-8） 

有効回答数 36 19 31 21 
平均値（円） 35,509,016 21,224,850 13,639,193 15,503,665 

 

表 49 直近（１回前）の修繕費用 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-9） 
最も新しい施設 
（問 31-9） 

最も古い施設 
（問 47-9） 

最も新しい施設 
（問 63-9） 

有効回答数 79 44 68 47 
平均値（円） 7,376,342 4,957,265 2,827,719 2,530,854 

 

表 50 修繕費用計上の対象期間（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 15-10） 
最も新しい施設 
（問 31-10） 

最も古い施設 
（問 47-10） 

最も新しい施設 
（問 63-10） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

直近５年間 60 65.9% 38 74.5% 61 64.9% 38 73.1% 
直近 10 年間 9 9.9% 3 5.9% 12 12.8% 4 7.7% 
建築以降全期間 22 24.2% 10 19.6% 21 22.3% 10 19.6% 

有効回答数 91 100.0% 51 100.0% 94 100.0% 52 19.2% 
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更新費に関して 

表 51 建設からこれまでの更新実施回数 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-1） 
最も新しい施設 
（問 32-1） 

最も古い施設 
（問 48-1） 

最も新しい施設 
（問 64-1） 

有効回答数 27 17 17 17 
平均値（回） 5.2 2.7 2.5 2.4 

 

表 52 直近（１回前）の更新実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-2） 
最も新しい施設 
（問 32-2） 

最も古い施設 
（問 48-2） 

最も新しい施設 
（問 64-2） 

有効回答数 54 35 35 35 
平均値（年度） 2018 2019 2016 2017 

 

表 53 前回（２回前）の更新実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-3） 
最も新しい施設 
（問 32-3） 

最も古い施設 
（問 48-3） 

最も新しい施設 
（問 64-3） 

有効回答数 38 20 25 18 
平均値（年度） 2017 2017 2015 2016 

 

表 54 前々回（３回前）の更新実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-4） 
最も新しい施設 
（問 32-4） 

最も古い施設 
（問 48-4） 

最も新しい施設 
（問 64-4） 

有効回答数 31 17 16 13 
平均値（年度） 2016 2016 2013 2014 

 

表 55 前々々回（４回前）の更新実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-5） 
最も新しい施設 
（問 32-5） 

最も古い施設 
（問 48-5） 

最も新しい施設 
（問 64-5） 

有効回答数 23 11 9 7 
平均値（年度） 2015 2015 2014 2014 
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表 56 次回更新実施（予定）年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-6） 
最も新しい施設 
（問 32-6） 

最も古い施設 
（問 48-6） 

最も新しい施設 
（問 64-6） 

有効回答数 24 13 13 12 
平均値（年度） 2022 2021 2024 2025 

 

表 57 建設から現在の全期間の更新実施周期 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-7） 
最も新しい施設 
（問 32-7） 

最も古い施設 
（問 48-7） 

最も新しい施設 
（問 64-7） 

有効回答数 26 14 18 14 
平均値（年） 8.6 6.7 13.8 8.0 

 

表 58 これまでの総更新費用額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-8） 
最も新しい施設 
（問 32-8） 

最も古い施設 
（問 48-8） 

最も新しい施設 
（問 64-8） 

有効回答数 29 22 19 20 
平均値（円） 126,308,152 52,459,541 14,394,141 23,426,670 

 

表 59 直近（１回前）の更新費用 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-9） 
最も新しい施設 
（問 32-9） 

最も古い施設 
（問 48-9） 

最も新しい施設 
（問 64-9） 

有効回答数 51 32 37 37 
平均値（円） 58,325,831 15,155,614 5,845,378 10,934,340 
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表 60 更新費用計上の対象期間（単一回答） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 16-10） 
最も新しい施設 
（問 32-10） 

最も古い施設 
（問 48-10） 

最も新しい施設 
（問 64-10） 

 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 

直近５年間 47 60.3% 35 72.9% 47 56.6% 35 62.5% 
直近 10 年間 6 7.7% 2 4.2% 11 13.3% 6 10.7% 
建築以降全期間 25 32.1% 11 22.9% 25 30.1% 15 26.8% 

有効回答数 78 100.0% 48 100.0% 83 100.0% 56 100.0% 
 

 

改修費に関して 

表 61 建設からこれまでの改修実施回数 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 17-1） 
最も新しい施設 
（問 33-1） 

最も古い施設 
（問 49-1） 

最も新しい施設 
（問 65-1） 

有効回答数 29 16 18 13 
平均値（回） 3.9 4.3 2.7 2.2 

 

表 62 直近（１回前）の改修実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 17-2） 
最も新しい施設 
（問 33-2） 

最も古い施設 
（問 49-2） 

最も新しい施設 
（問 65-2） 

有効回答数 55 33 39 26 
平均値（年度） 2016 2015 2016 2017 

 

表 63 前回（２回前）の改修実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 17-3） 
最も新しい施設 
（問 33-3） 

最も古い施設 
（問 49-3） 

最も新しい施設 
（問 65-3） 

有効回答数 34 20 22 14 
平均値（年度） 2014 2015 2012 2014 
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表 64 前々回（３回前）の修繕実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 17-4） 
最も新しい施設 
（問 33-4） 

最も古い施設 
（問 49-4） 

最も新しい施設 
（問 65-4） 

有効回答数 25 12 13 7 
平均値（年度） 2012 2014 2013 2016 

 

表 65 前々々回（４回前）の改修実施年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 17-5） 
最も新しい施設 
（問 33-5） 

最も古い施設 
（問 49-5） 

最も新しい施設 
（問 65-5） 

有効回答数 20 12 9 6 
平均値（年度） 2011 2013 2012 2015 

 

表 66 次回改修実施（予定）年度（西暦） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 17-6） 
最も新しい施設 
（問 33-6） 

最も古い施設 
（問 49-6） 

最も新しい施設 
（問 65-6） 

有効回答数 16 9 16 8 
平均値（年度） 2022 2027 2022 2023 

 

表 67 建設から現在の全期間の改修実施周期 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 17-7） 
最も新しい施設 
（問 33-7） 

最も古い施設 
（問 49-7） 

最も新しい施設 
（問 65-7） 

有効回答数 31 18 21 12 
平均値（年） 9.2 8.2 14.8 12.9 

 

表 68 これまでの総改修費用額 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 17-8） 
最も新しい施設 
（問 33-8） 

最も古い施設 
（問 49-8） 

最も新しい施設 
（問 65-8） 

有効回答数 24 17 19 15 
平均値（円） 271,273,150 186,961,763 101,977,327 111,153,217 
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表 69 直近（１回前）の改修費用 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 17-9） 
最も新しい施設 
（問 33-9） 

最も古い施設 
（問 49-9） 

最も新しい施設 
（問 65-9） 

有効回答数 49 30 39 25 
平均値（円） 120,343,584 90,983,344 6,301,657 17,160,462 

 

 

（５）将来設計 

表 70 解体処理コスト（合計） 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 18-1） 
最も新しい施設 
（問 34-1） 

最も古い施設 
（問 50-1） 

最も新しい施設 
（問 66-1） 

有効回答数 5 4 4 2 
平均値（円） 111,577,568 161,400,000 55,797,432 259,570,000 

 

表 71 解体コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 18-2） 
最も新しい施設 
（問 34-2） 

最も古い施設 
（問 50-2） 

最も新しい施設 
（問 66-2） 

有効回答数 5 4 4 2 
平均値（円） 99,828,016 152,951,708 54,297,432 259,570,000 

 

表 72 廃棄処理コスト 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 18-3） 
最も新しい施設 
（問 34-3） 

最も古い施設 
（問 50-3） 

最も新しい施設 
（問 66-3） 

有効回答数 1 1 1 0 
平均値（円） 58,747,761 14,359,003 5,000,000 - 
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表 73 その他 

 入所系 通所系 
 最も古い施設 

（問 18-4） 
最も新しい施設 
（問 34-4） 

最も古い施設 
（問 40-4） 

最も新しい施設 
（問 66-4） 

有効回答数 0  1 1 0 
平均値（円） - 19,434,167 1,000,000 - 
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